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1 PRI・O  2015.1

Printing of Osaka
JANUARY 2015

No.676
プリオ［大阪の印刷］

デザイン・制作：（有）ティーズ　校正：富士精版印刷（株）　印刷：イシイ（株）

C O N T E N T S

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。旧
年
中
は
当
組
合
の
事
業
運

営
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
と

ご
理
解
そ
し
て
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、本
年
も
引
き
続
き
な
お

一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
広
島
の
豪
雨
や
御
嶽
山
の

噴
火
等
の
自
然
災
害
や
異
常
気
象
が

頻
繁
に
発
生
し
日
本
国
内
で
も
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。被
害

に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見

舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、景
気
は
天
気
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
と
申
し
ま
す
。同
時
に
昨

年
４
月
に
は
消
費
税
が
引
き
上
げ
ら

れ
前
倒
し
受
注
の
影
響
を
受
け
た
と

し
て
も
７
月
以
降
の
景
気
回
復
が
思

う
よ
う
に
回
復
せ
ず
、そ
し
て
円
安
に

よ
る
材
料・資
材
の
値
上
げ
な
ど
特
に

製
造
業（
中
小
企
業
も
の
づ
く
り
）、

小
売
業
、飲
食
業
等
に
お
き
ま
し
て
は

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

印
刷
業
界
を
見
て
み
ま
す
と
景
気

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、印
刷
に
お
け
る

市
場
環
境
が
急
速
に
変
化
し
続
け
、

市
場
規
模
は
先
進
国
に
お
い
て
は
縮

小
、一
方
新
興
国
で
は
急
速
に
拡
大
し

て
い
ま
す
。ま
た
印
刷
物
の
発
注
顧
客

や
利
用
者
に
よ
る
Ｗｅ
ｂ
の
利
用
拡

大
が
進
み
情
報
媒
体（
印
刷
）の
役
割

や
価
値
が
問
い
た
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、環
境
変

化
は
印
刷
業
界
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
そ
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
後
追
い
す
る
の
で
は
な
く
、自
ら
変

化
を
起
こ
し
周
り
を
巻
き
込
み
な
が

ら
変
化
を
先
導
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。変
化
に
積
極

的
に
か
か
わ
る
と
い
う
考
え
方
や
行

動
が
こ
れ
か
ら
の
印
刷
産
業
に
と
って

必
要
不
可
欠
で
あ
る
で
し
ょ
う
。

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
の
ご

健
勝
と
企
業
の
繁
栄
、そ
し
て
業
界

の
発
展
を
祈
願
申
し
上
げ
、新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

用紙・本文表紙とも日本製紙（株）提供「ユーライトナチュラルF」

【新年のご挨拶】

海遊館バックヤードツアー見学会

【教育・研修委員会】

【組織活性委員会】

大印工組 第5回 MUDグランプリ表彰式

大印工組 60周年記念事業が決定

セミナー「パラスポーツを知ればビジネスが変わる」

2 【60周年記念事業】4

10
8

12
13
14

【DNA（大青協ネクストアドバンス）】

来て、去った【好きこそモノの上手なれ 〈趣味人日記〉】

【うちのコ自慢（人間以外）】

【CSR推進委員会】

【委員会レポート】

ウチのイチ押し君【人材人財】

24
25

セミナー「労務管理におけるリスクマネジメント」
組織活性委員会

22
【大印工組レポート】 平成26年度 第3回 定例理事会 【支部だより】15
【New Face がっちりPR！】

23　　

6 【がんばってMASSE！】 変化する顧客ニーズを探り、顧客満足に応えていく（徳岡印刷（株））

自社配送センターによる「物流」に強み（伸光洋紙（株））

我が家のキャッツ　
【SEMINAR】26 「商品パッケージの消費者効果」（D.D.S.S.）

技術×創造力、新たな価値づくりへの挑戦【JAGAT JUMP】27

大
阪
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印
刷
工
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組
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忠
次

環
境
変
化
へ
の

対
応
と
行
動
力
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【新年のご挨拶】

全日本印刷工業組合連合会
会 長  島村 博之

夢と希望を叶える産業に！

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は、当連合会に格別のご支援とご協力を
賜りましたことを厚くお礼申し上げますとともに、本年
も一層のご指導を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、昨年は17年ぶりに消費税率の引き上げが
行われ、上半期は経済の回復が期待されましたが、
11月に発表された2期連続マイナスGDPの影響も
あり、年の終盤を迎えた中、衆議院の解散、総選挙
が行われ、確かな経済回復の足音を聞くことができ
ないままの年越しとなりました。
　このような中、全印工連では、成長戦略の柱であ
る「社会の期待に的確に応え、社会から必要不可
欠とされる企業（ソリューション・プロバイダー）への
深化」を目指して、事業領域拡大に必要となる新し
い積算体系の研究、男女共同参画社会の形成なら
びに優秀な人材確保のための女性活躍推進事業
の立案、IT環境の整備促進による作業効率向上と
利益改善を目指した特別ライセンスプログラム事業
の推進、そして、自らの経営姿勢を見直し、地域社
会から信用され、地域社会に貢献し得る企業になる
ためのCSRへの取り組みなど、将来に向けた様 な々
準備を着 と々進めてまいりました。
　成長戦略にも記しましたが、私たちは、「Insatsu」
が一人ひとりの思いを大切に扱う「当事者のメディ
ア」として、社会を動かす推進役であるという自覚を
持ち、誠実に時代の要請に応え、未来を自らの手で
創造して行かなければなりません。また同時に、将来
の印刷産業界は、多くの人々の夢と希望を叶える産
業として、私たち印刷産業人にとっても、自信と誇りに
満ちた場所でなければなりません。さまざまな「情報」
をこれまで長く養ってきた「技術」と研ぎ澄まされた
「感性」で加工し、「社会を彩り、潤す」役割が、今後
はこれまで以上に強く求められることになるでしょう。
　本年も、全印工連におきましては、夢のある未来
の業界づくりの実現に向け、全国の印刷工業組合、
そして組合員企業の１社１社と手を携えながら、力
強く着実な歩みを進めて行く所存です。
　結びに、2015年が皆様にとって明るく希望に満
ちた素晴らしい一年となりますよう心から祈念いたし
まして、年頭のご挨拶といたします。

大阪青年印刷人協議会
議長  高本 隆彦

青年印刷人よ世界を目指そう！
GLOCAL -Think Global! Act Local! -

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は大阪青年印刷人協議会活動にご指
導・ご尽力を賜りましたことを厚くお礼申し上げます。
　さて、2020年に東京オリンピック開催が決定しま
した。また、リニア新幹線の開業は2027年に東京－
名古屋間での開通に止まります。大阪まで延伸す
るのは2045年まで待たなければいけません。
　近未来の日本国内は東京を中心に一極集中し、
その他の地方は取り残されてしまうでしょう。そし
て、大阪・関西の存在感はますます薄れていくと
想像できます。加えて、人口急減・超高齢化という
我が国が直面する大きな課題もあります。けれど
も、そのような社会環境の中でも、我々は成長しな
ければなりません。
　私たちが成長するにはどのようにすればよいの
か？ひとつの答えは「海外（外国人）とビジネスを
する」ことだと考えます。世界に目を向けると、特に
アジアは成長しています。近隣諸国は人口も所得
も増加しています。私たち全国青年印刷人協議会
における今期２年間の活動テーマが「グローカル」
です。全青協が掲げる「グローカル」の定義は『地域
資源を最大限に活用し、日本全国や世界をマー
ケットと捉え、地域活性プロモーターとして行動す
る』です。私たち自身が海外に進出するのでなく、
私たちのお客様が海外（外国人）とビジネスできる
インフラやツールを全国の仲間と開発し、提供する
プラットフォームづくりを行っています。
　お客様や協力会社、そして社員・地域社会など
のステークホルダーの皆様のためにも、我々が成
長し続けることが日本の明るい未来に繋がります。
全国の仲間が力を結集し、協働すればもの凄いパ
ワーになると確信しています。まずは、大阪の青年
印刷人が志を共有し、活動してまいります。
　最後に皆様と一緒に成長できる素晴らしい一
年になりますよう心からお祈りいたしますとともに、
本年も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

近畿地区印刷協議会
会 長  水 落　充

「近畿は一つ」

　２０１５年、明けましておめでとうございます。
　大阪府印刷工業組合の組合員の皆様におかれ
ましては、新しい年を期待も大きくお迎えのこととお
喜び申し上げます。
　さて、昨年4月に消費税率が３％アップし８％と
なったことで、消費低迷が続き、景気回復が大幅に
遅れている昨今です。一方、我が国は、少子高齢化
という社会構造の中で財政再建と経済成長を同
時に達成しなければならず、経済の舵取りは今後ま
すます難しい局面に遭遇するのではと考えます。
　このため、今年の初詣で多くの人が、「景気回復
を確実にしてほしい」と、祈願されたのではないで
しょうか。
　一方、昨年10月には、全国各地から950名が参
加して、「2014全日本印刷文化典京都大会」が盛
大に開催されました。開催にあたりましては、京都
府印刷工業組合のご尽力は言うまでもないです
が、近畿地区印刷協議会のメンバーも微力ながら
その一翼を担い、まさに「近畿は一つ」を文字通り
表現していただいた大会ではなかったかと感謝申
し上げる次第です。
　ところで、近畿地区印刷協議会では年2回(例会
と総会)、委員会別に情報交換の場を設け、様々な
協議を行っております。この協議会では、他工組から
学ぶべき点や各工組の悩みが聞かれ、各工組が事
業を運営するうえで大いに参考となっています。
　また、そこで討議される内容は、１工組で対応で
きない課題も多いことから、近畿地区印刷協議会
の役割が重要になっています。つきましては、各県
工組の垣根を越えて「近畿は一つ」を実現するた
め、近畿地区印刷協議会へのご協力の程、よろし
くお願い申し上げます。
　結びに、本年も皆様方にとって明るく素晴らしい
一年になることを祈念いたしまして、年頭のご挨拶
とさせていただきます。

大阪府中小企業団体中央会
会長  尾池 良行

支援事業を積極的に推進

　新年明けましておめでとうございます。
　平成2７年の新春を迎えるにあたり、中小企業関
係者の皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、わが国経済は、４月の消費
税率引き上げに伴う消費の冷え込みや、駆け込み需
要の反動等が懸念されましたが、個人消費の反動
減が徐 に々和らぎ、設備投資の下支えや雇用情勢
の改善が見込まれるなど、全体として緩やかな回復
基調がみられました。
　しかしながら、多くの中小企業は円安による原材料
や人手不足に伴う人件費の高騰等により収益が圧
縮されるなど、景気回復を実感できる状況ではな
かったかと存じます。
　人口減少、超高齢社会を迎えた今、持続的な経済
成長を図るためには、ＩＴ化や省力化投資等による生
産性の向上を図り、もって企業収益を改善させ、新た
な投資や雇用を生み出し、消費拡大に結び付ける
「経済の好循環」を実現することが重要です。
　そのためには、地域経済を担い、雇用と暮らしを支
える中小企業が持続的に発展できるよう、多様な主
体と連携推進することが不可欠であり、技術開発や
新商品・新サービス、新分野・新市場開拓等を積極
的に推進するとともに、国際化の進展や資源・エネル
ギー、環境問題等への共同事業の取り組みを進め
ることは極めて重要となっており、そういう意味でも組
合の役割、それを支援する本中央会の社会的役割
はますます重要となってきております。
　このような状況の中、大阪府は平成２３年度から中
小企業連携組織に関する事業予算を大幅に削減
するとともに、本中央会への補助金を全廃しました。
　本中央会は、他の支援団体との競争の中で、国や
大阪府の委託事業の獲得に努めるとともに、共済事
業収入等の自主財源の確保に努めるなど、独自事
業の積極的な展開を図り、組合等の連携組織を基
盤とした支援事業を積極的に推進してまいります。
　大阪経済を支える府内の中小企業が事業を継続
し、雇用の維持に努めていくために組合等の支援を
より一層充実させ、中小企業連携組織の専門支援
機関として多角的連携組織の組織化支援にも全力
で取り組んでまいります。
　皆様におかれましては、引き続き厳しい情勢下で
はございますが、新年にあたり決意を新たにされ、我
が国経済社会の発展と中小企業の振興のため、ご
精進いただくことをご期待申し上げます。
　結びにあたりまして、本年が皆様にとりまして大きな
飛躍の年となりますよう、心からお祈り申し上げまし
て、年頭のご挨拶といたします。
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大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
は
、昭
和

２９
年
７
月
に
大
阪
府
印
刷
工
業
調
整

組
合
と
し
て
設
立
、さ
ら
に
昭
和
３３
年

７
月
に
団
体
の
名
称
を
大
阪
府
印
刷

工
業
組
合
と
し
て
認
可
さ
れ
、昨
年
７

月
で
６０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ひ
と
え
に
歴
代
の
三
役
を
初
め

と
す
る
役
員
の
皆
様
の
努
力
と
組
合

員
各
位
の
団
結
と
協
力
に
よ
る
も
の
だ

と
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、当
組
合
が
６０
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、当
記
念
事
業
実
行
委
員
会

に
お
い
て
記
念
事
業
の
ビ
ジ
ョン
を「
健

全
な
印
刷
業
界
を
次
世
代
に
継
承
」

と
定
め
、そ
の
事
業
の
目
的
を「
未
来

に
向
か
って
躍
進
す
る
印
刷
業
の
実
現

と
次
世
代
が
夢
と
希
望
を
抱
く
業
界

で
あ
り
続
け
る
。そ
の
た
め
の
礎
づ
く

り
」と
し
て
様
々
な
事
業
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、平
成
１８
年
か
ら

平
成
２７
年
５
月
ま
で
組
織・事
業
を
と

り
ま
と
め
、更
に
は
１０
年
後
の
印
刷
業

界
を
精
査
し
あ
る
べ
き
姿
、ビ
ジ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
方
向
性
ま
で
を
網
羅
し
た

「
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
小
史・２
０

１
５ 

大
印
工
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」も

刊
行
致
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

刻
ん
で
来
ら
れ
た
諸
先
輩
方
に
感
謝

す
る
と
共
に
組
合
員
の
皆
様
の
未
来
に

向
け
た
絆
を
深
め
る
た
め
の
記
念
式

典
並
び
に
祝
賀
会
を
開
催
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

【
開
催
概
要
】

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
６０
周
年
記
念

式
典
並
び
に
祝
賀
会　

「
未
来
へ
の
礎
２
０
１
５“

大
印
工
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト “」

開
催
日
時
／
2
0
1
5
年
5
月
22
日

（
金
） ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪

13
時
30
分
〜　
通
常
総
代
会

15
時
〜　
　
　
記
念
講
演
会

16
時
45
分
〜　
記
念
式
典

18
時
30
分
〜　
記
念
祝
賀
会

記
念
講
演
会
で
、川
口
盛
之
助
氏（
株

式
会
社
盛
之
助
代
表
取
締
役
社
長
、

日
経
B
P
社
未
来
研
究
所
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）を
招
い
て
開
催

　
「
確
実
に
予
測
で
き
る
未
来
」と
し

て
、国
内
の
少
子
高
齢
化
、新
興
国
の
経

済
成
長
が
及
ぼ
す
資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、ク
ラ
ウ
ド
が
も
た
ら
す
所
有
か

ら
利
用
へ
と
い
う
価
値
観
の
変
化
や
新

た
な
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
ス
タ
イ
ル
な
ど

が
あ
り
、す
で
に
こ
れ
ら
が
様
々
な
分
野

に
お
い
て
変
化
を
誘
発
し
て
い
ま
す
。記

念
講
演
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
川
口

氏
は
こ
う
し
た
変
化
の
因
果
関
係
を
解

明
し
、社
会
と
産
業
の
未
来
像
を
講
演

や
著
書
で
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
記
念
講
演
会
】

講
師
／
川
口
盛
之
助

　
　
　
（
か
わ
ぐ
ち 

も
り
の
す
け
）氏

　

1
9
6
1
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。慶
應

義
塾
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業
。

イ
リ
ノ
イ
大
学
理
学
部
修
士
課
程
修

了
。技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
育
成
に

関
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。付
加
価
値
と
な

る
商
品
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
独
自
性
の
根

源
を
、文
化
的
背
景
と
体
系
的
に
紐
付

け
た
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
論
を
展

開
。そ
の
代
表
的
著
作『
オ
タ
ク
で
女
の

子
な
国
の
モ
ノ
づ
く
り
』は
、技
術
と
経

営
を
結
ぶ
良
書
に
与
え
ら
れ
る「
日
経

Biz T
ech

図
書
賞
」を
受
賞
。

大阪府印刷工業組合
60周年記念事業が決定

大印工組６０周年記念事業 実行委員会

大阪府印刷工業組合  理事長　吉田 忠次

実行委員長 吉田 忠次　実行副委員長 作道 孝行（部会統括） 

■総務・渉外部会
役 職 氏 名 役 割

岡本 隆之
井下 精二
石井 和貴
山崎 一彦
岩倉 大介
谷口 晴彦
松井 博司
中原 秀記
美村 秋弘
高橋 孝一
羽富 哲夫
橋本 正幸
推薦
推薦
宮田

部 会 長
副部会長
副部会長
副部会長
委　　員

事務局

 組合員、関連等への案内
 広告募集
 広告予算集計
 運営予算管理

 表彰者名簿作成
 表彰状印刷
 表彰者記念品選別

■記念誌刊行部会
役 職 氏 名 役 割

東 條 秀 樹
安 平 健 一
木 原 浩 二
山 形 勇 仁
山 本　哲
田 中 幸 恵
髙 木 雅 章
寺 内 孝 典
推薦
推薦
推薦
推薦
大喜多

部 会 長
副部会長
副部会長
委　　員

事務局

 記念誌刊行制作
 編集（過去の記録）
 編集（２０２４の提言）
 デザイン制作

■式典・懇親会部会
役 職 氏 名 役 割

浦久保 康裕
山本 順也
家田 裕光
山岡 祐一
廣瀬 正博
黒野 豊治
奥野豊太郎
永谷 嘉次
髙本 隆彦
今井　克
筧　順子
福山 耕治
推薦
推薦
平塚

部 会 長
副部会長
副部会長
委　　員

事務局

 受付補助
 会場誘導係
 進行係
 来賓接客・誘導
 表彰者誘導
*式次第・着席表の作成
 講演会講師選択
 （実行委員会で決める）
 イベント企画
 （部会で決める）

（総務・
渉外兼務）*

　なお、協賛広告の詳細につきましては後日ご案内させて頂きます
ので、よろしくお願い致します。
【お問い合わせ先】
大阪府印刷工業組合 〒534-0027大阪市都島区中野町4-4-2
TEL（06）6353-3035　FAX（06）6352-2360
メール／info@osaka-pia.or.jp

大印工組 ６０周年記念事業実行委員会
組織と役割（改訂版）



7 PRI・O  2015.1 6PRI・O  2015.1

　

徳
岡
印
刷
の
徳
岡
で
す
。お
か
げ

さ
ま
で
徳
岡
印
刷
は
創
業
７６
年
、設

立
し
て
か
ら
４８
期
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。こ
れ
だ
け
永
き
に
わ
た
り
企

業
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
、こ
れ
ま
で
徳
岡
印
刷
に
関
わ
っ

て
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を
お

借
り
致
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
社
で
は
、パッ
ケ
ー
ジ
を
メ
イ
ン

と
し
た
資
材
製
品
を
主
に
取
り
扱
っ

て
お
り
ま
す
。資
材
を
取
り
扱
う
上

で
、私
た
ち
が
考
え
る
顧
客
に
と
って

最
も
需
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
安
心
感
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。も
ち

ろ
ん
コ
ス
ト
も
重
要
で
す
。先
方
に

と
っ
て
は
商
品
原
価
に
直
結
し
ま
す

か
ら
。し
か
し
、購
買
の
担
当
者
が
ト

ラ
ブ
ル
無
く
仕
入
れ
業
務
が
行
え
る

こ
と
は
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

私
た
ち
は
捉
え
て
お
り
ま
す
し
、顧

客
よ
り
評
価
し
て
頂
け
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
徳
岡
印
刷
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す

が
、お
取
引
を
頂
き
ま
し
た
顧
客
は

永
く
お
付
き
合
い
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。お
得
意
先
様
に
よって
は
半
世
紀

を
超
え
る
お
付
き
合
い
と
な
る
顧
客

も
多
数
あ
り
ま
す
。正
直
、他
社
よ

り
飛
び
ぬ
け
て
価
格
が
安
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
大
き
な
理

由
と
し
ま
し
て
は「
徳
岡
に
任
せ
て
お

け
ば
大
丈
夫
」「
困
っ
た
時
に
徳
岡
な

ら
な
ん
と
か
し
て
く
れ
る
」と
い
う
安

心
感
か
ら
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。そ
の
根
拠
と
し
て
は
や
は
り
お
客

様
の
ご
要
望
、特
に
ク
レ
ー
ム
に
対
し

て
は
真
摯
に
対
応
し
、再
発
防
止
に

努
め
る
姿
勢
を
評
価
し
て
頂
け
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
こ
そ
、そ
の
よ
う
な
考
え

方
に
な
って
お
り
ま
す
が
、数
年
前
の

社
風
は
昔
な
が
ら
の
印
刷
屋
と
い
っ

た
も
の
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
、そ
の
社

風
の
全
て
が
悪
い
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、顧
客
の
要
求
が
よ

り
シ
ビ
ア
に
なって
い
る
中
、緩
ん
で
い

る
部
分
は
命
取
り
に
な
る
と
感
じ
て

お
り
ま
し
た
。な
ん
と
か
社
風
を
変

え
、社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
出
せ
る
会
社
に
し
た
い
と

思
い
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
取
得
を
考

え
ま
し
た
。

　

取
得
を
す
る
以
前
は「
手
間
が
増

え
る
」「
書
類
が
大
変
」と
い
っ
た
話

を
よ
く
聞
い
て
い
た
た
め
、取
得
の
決

断
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回

取
得
に
当
た
り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

し
て
頂
き
ま
し
た
先
生
の
お
話
を

伺
っ
た
時
、そ
れ
ら
の
懸
念
は
払
拭
で

き
る
と
同
時
に
、社
員
だ
け
で
な
く

私
た
ち
経
営
者
の
意
識
改
革
も
で

き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。２
０
１
３

年
の
夏
よ
り
全
社
員
参
加
で
の
社
内

研
修
を
ス
タ
ー
ト
し
、１
年
間
時
間

を
か
け
、よ
り
意
味
の
あ
る
Ｑ
Ｍ
Ｓ

の
構
築
を
目
指
し
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、意
味
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
Ｑ
Ｍ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
よ
り
実
用

性
の
高
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
目
標

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、数
年
後
に
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
が
２
０
１
５
年

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
先
生
と

相
談
の
上
、２
０
１
５
年
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
も
微
調
整
で
対
応
で
き
る
マ
ニュ

ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
度
の
審
査
を
経
て
９
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
を
取
得
で
き
ま
し
た
。現

在
で
は
各
部
署
に
て
行
う
会
議
や
、

全
体
で
の
会
議
の
際
は
、そ
の
マ
ニュ

ア
ル
無
し
で
は
困
る
ほ
ど
で
す
。

　
こ
こ
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
話
を

し
て
も「
何
を
い
ま
さ
ら
」と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、取
得

を
す
る
前
と
後
で
は
価
値
観
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。取
得
さ
れ
て
い
る

企
業
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、継
続

を
辞
め
て
し
ま
う
企
業
も
多
い
よ
う

で
す
。Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
に
価
値
観
を

見
い
だ
せ
ず
、費
用
と
手
間
の
割
に

は・・・と
。し
か
し
、そ
う
いっ
た
中
、私

た
ち
は「
今
」取
得
を
す
る
決
断
を
し

ま
し
た
。幸
い
、以
前
に
取
得
さ
れ
て

い
ま
す
関
連
企
業
様
の
Ｑ
Ｍ
Ｓ
を
参

考
に
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。つ
ま
り「
こ
れ
は
良
い
」と
思
っ
た

部
分
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、良
い
と
こ

ろ
取
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
徳
岡
印
刷
の
Ｑ
Ｍ
Ｓ
を

作
成
し
ま
し
た
が
、分
厚
く
て
文
字

だ
ら
け
の
マ
ニュ
ア
ル
は
作
成
し
て
お

り
ま
せ
ん
。要
領
文
書
は
２
項
目
の

み
で
、現
在
の
と
こ
ろ
手
順
書
は
あ

り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
マ
ニュ
ア
ル
の

中
に
必
要
最
低
限
の
手
順
は
あ
り
ま

す
が
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
為
に
新
た
に
社
員

を
雇
用
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
し
て

お
り
ま
せ
ん
。今
、取
得
す
る
こ
と
で

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
頂
け

た
と
思
って
お
り
ま
す
。ま
た
、コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
は
同
じ
業
界
の
方
に
お

願
い
し
ま
し
た
。印
刷
業
に
と
って
本

当
に
必
要
な
も
の
、不
必
要
な
も
の

が
時
間
を
か
け
な
く
て
も
理
解
し
て

頂
け
る
こ
と
が
と
て
も
プ
ラ
ス
と
な

り
ま
し
た
。同
じ
大
阪
府
印
刷
工
業

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
を
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

私
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得
す

る
と
宣
言
し
た
時
、「
本
当
に
で
き
る

の
か
？
」と
思
って
い
た
社
員
は
多
く

い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
う
思
っ
て
い

た
人
も
実
際
取
得
し
た
今
は
、そ
の

目
標
達
成
が
自
信
に
な
って
い
ま
す
。

社
員
全
員
で
作
り
上
げ
ま
し
た
こ
の

マ
ニュ
ア
ル
を
大
い
に
活
用
し
、常
に

変
化
す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
、

顧
客
の
満
足
に
応
え
て
い
け
る
よ
う

に
、マ
ニュ
ア
ル
の
変
更
を
繰
り
返
し

て
い
き
な
が
ら
徳
岡
印
刷
な
ら
で
は

の
Ｑ
Ｍ
Ｓ
を
作
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。そ
れ
は
、自
信
を
持
ち

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
徳
岡
印
刷
が
最

大
限
の
特
徴
を
活
か
し
、安
定
し
た

製
品
を
作
り
続
け
、顧
客
の
満
足
を

得
る
こ
と
で
、今
後
も
末
永
い
企
業

活
動
を
行
って
い
く
た
め
に
。

〈
26
発
目
は
㈱
二
口
印
刷
さ
ん
で
す
〉

変化する顧客ニーズを探り、顧客満足に応えていく
25発目

代表取締役社長  徳岡 佑造

2014年9月 ISO9001を取得

ＱＭＳマニュアル作成

徳岡印刷株式会社  代表取締役社長　徳岡 佑造
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今
年
最
後
の
大
青
協
は
前
半
が「
印
刷
道
セ
ミ

ナ
ー
」、後
半
が
定
例
会
＆
忘
年
会
の
２
部
構
成
と

な
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
た
後
、

京
橋
駅
前
の『G

ARB D
RESSIN

G

』へ
。こ
こ
が

定
例
会
と
忘
年
会
の
会
場
で
す
。

　
ま
ず
は
前
月
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
括
や
全
青

Q
1
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
か
。

　
　

 

そ
れ
と
も
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯

　
　

 

で
す
か
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 【
14
】

●
ガ
ラ
パ
ゴ
ス 【
2
】

●
両
方 【
5
】　

●
ポ
ケ
ベ
ル 【
1
】

Q
2
携
帯
電
話・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は

　
　

 

何
台
保
有
使
用
し
て
い
ま
す
か
。

●
1
台 【
13
】　

●
2
台 【
8
】　

●
ポ
ケ
ベ
ル
３
台 【
1
】

Q
3
趣
味
に
使
う
金
額
は

　
　

 

ど
の
ぐ
ら
い
で
す
か
。

●
3
、0
0
0
円 【
1
】

●
５
、0
0
0
円
ぐ
ら
い 【
1
】　

●
2
0
、0
0
0
円
ぐ
ら
い 【
6
】

●
3
0
、0
0
0
円 【
2
】

●
5
0
、0
0
0
円 【
4
】

●
2
〜
5
万
円  【
3
】

●
わ
か
り
ま
せ
ん  【
4
】

●
使
い
ま
せ
ん  【
1
】

Q
4
小
遣
い
制
で
す
か
。

●
Y
E
S 【
8
】　
●
N
O 【
9
】　

●
独
身
で
す 【
3
】　
●
ひ・み・つ 【
1
】

●
家
計
に
定
額
、残
り
す
べ
て 【
1
】

開
催
日
時
／
12
月
2
日（
火
） 

午
後
8
時
〜

場　
　
所
／
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
『G

A
RB D

RESSIN
G

』

参
加
人
数
／
22
人

9

◆
12
月
定
例
会
報
告

広
告
ど
お
り
、楽
し
て

痩
せ
ら
れ
る
の
か
！

協
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
議
長
か
ら
な
さ
れ

た
後
、１
月
の『
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
』の

集
客
や
費
用
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
や
、新
企

画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
等
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
定
例
会
終
了
後
は
そ
の
ま
ま
楽
し
い

忘
年
会
で
す
！
い
つ
も
以
上
に
多
く
の
議
員
が

出
席
し
て
楽
し
く
盛
り
上
が
り
、こ
の
年
末
を
元

気
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。（

報
告
者 

田
中
幸
恵
）

新 ア ン ケ ー ト 企 画

スマート
フォン

ガラパゴス

ポケベル

両方

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

本
年
も
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
！

　

さ
て
2
0
1
5
年
、第
1
回
目
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
企
画
結
果
報
告
で
す
。年
を
越
し
て

も
酵
素
ド
リ
ン
ク
の
方
、引
き
続
き
飲
ん
で

お
り
ま
す
。当
初
は
水
で
割
っ
て
飲
む
か
ら

始
ま
り
、飽
き
が
き
て
し
ま
う
た
め
、様
々

な
飲
料
水
で
割
っ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
で

は
グ
リ
ー
ン
ダ
カ
ラ
と
い
う
飲
料
水
で
割
っ

て
飲
む
の
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。行
動
に
対
し

て
誠
に
残
念
で
す
が
、結
果
と
し
ま
し
て
は

93・5
㎏
と
前
回
の
92・6
㎏
か
ら
0.9
㎏
増

と
2
回
連
続
の
増
加
報
告
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。年
末
に
入
り
、と
て
も
寒
く
代
謝

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
忘
年
会
な
ど
の

集
会
に
て
、つ
い
つ
い
寒
い
時
期
は
お
い
し

い
物
が
多
く
て
、食
べ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ

と
な
ど
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。最
近
、減
少
し
た
と
い
う
報
告
が
で
き

て
お
ら
ず
、た
い
へ
ん
お
恥
ず
か
し
い
限
り

で
す
。し
か
し
企
画
を
始
め
た
以
上
、最
後

ま
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ

寒
さ
は
続
き
ま
す
が
、年
末
に
食
べ
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、こ
れ
か
ら
は
自

粛
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

写
真
で
見
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
経
過（
K
氏
）●服用前（7月） ●服用、約4ヶ月後 ●服用、約4ヶ月後

NO

YES

独身

その他

1台2台

3台

　

11
月
15
日
、全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
大
阪
印
刷
会
館
4
階

大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
地
球
規
模
の
視
野
で
考
え
な
が

ら
、地
域
視
点
で
行
動
す
る
」と
い
う
グ
ロ
ー

カ
ル
を
経
営
に
活
用
し
て
い
く
方
向
で
、大
青

協
の
上
部
組
織
、全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会

（
以
後
、全
青
協
）大
木
啓
稔
議
長
の
挨
拶
の

後
、全
青
協
の
恵
勇
人
副
議
長
の
セ
ミ
ナ
ー

と
、大
兼
印
刷
株
式
会
社
社
長
山
本
順
也
氏

の
実
例
紹
介
、テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

近
畿
圏
内
の
他
県
よ
り
参
加
さ
れ
た
印
刷

会
社
様
を
含
め
、セ
ミ
ナ
ー
を
注
意
深
く
聞
き

入
り
、そ
の
後
の
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る
経
営
資
源
の

洗
い
出
し
な
ど
、自
分
た
ち
の
周
囲
を
見
つ
め

直
し
、考
え
る
良
い
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
報
告
者 

髙
木
雅
章
）

◉
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
報
告

20,000円

50,000円

2～50,000円

30,000円

その他

3,000円
5,000円

今回アンケート
回答者22名

 

2
月
定
例
会
は
2
月
3
日（
火
） 18
：
30
〜大阪の（青年）印刷 ～大青協議員をサクッと紹介します～ 大
青
協
見
学
希
望
の
方
は

大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）

ダ
イ
エ
ッ
ト

経
過
報
告 

そ
の
6（
K
氏
）
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大印工組 第5回 MUDグランプリ 表彰式

教育・研修委員会
メディア・ユニバーサルデザインの最新情報が満載

教育・研修委員会セミナー

パラスポーツを知ればビジネスが変わる

　
大
印
工
組
で
は
、平
成
26
年
11
月
21

日（
金
）の
午
後
5
時
30
分
か
ら
太
閤

園
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
で
、第
5
回

M
U
D
グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式
に
引
き

続
き
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
浦
久
保
副
理
事
長
よ
り
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
開
催
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
か
ら
、パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
企
業
や
団
体
か
ら
増
え
て
い

ま
す
。ま
た
、企
業
活
動
の
中
で
も
っ
と

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
、行
政

や
各
競
技
団
体
の
動
向
を
知
り
た
い

と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。

　
行
政
と
し
て
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
国
と
し
て
障
が
い
者
に
対
す
る
知
識

や
、障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
促
進
や

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
普
及
を
通
し
て
競
技
人

口
の
増
加
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。従
来
の
よ
う
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
型
の
大
会
で
な
く
、こ
れ
ら

の
こ
と
が
国
家
と
し
て
解
決
さ
れ
、超

高
齢
化
国
家
の
日
本
が
直
面
す
る
他

の
多
く
の
課
題
も
大
会
を
通
し
て
解

決
し
一
定
の
方
向
性
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
ヒ
ン
ト
を
今
日
の
セ

ミ
ナ
ー
で
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
藤
本
教
授
よ
り「
企
業×

パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
」の
意
義
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
い
た
。平
成
23
年
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
が
改
定
さ
れ
、そ
の
理
念
に
、ス

ポ
ー
ツ
は
、障
が
い
者
が
自
主
的
か
つ
積

極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、障
害
の
種
類
及
び
程
度
に
応

じ
必
要
な
配
慮
を
し
つつ
推
進
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、国
際
競
技
大

会
の
中
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
だ

け
で
な
く
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

と
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。健
常
者
ス
ポ
ー
ツ
と
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
の
差
が
無
く
な
っ

て
き
た
こ
と
や
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピック
の「H

appinessEffect

」が

誘
発
す
る
経
済
効
果
が
爆
発
的
に
大

き
い
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。多
く
の
方

が
ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
す
る
ス
ポ
ン
サ
ー
の

大
切
さ
や
そ
の
企
業
に
対
し
て
魅
力
を

感
じ
た
り
、信
頼
を
寄
せ
た
り
、好
意
を

持って
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
理
事
長
よ
り
、「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

を
も
っ
と
知
ろ
う
」の
テ
ー
マ
で
講
演
い

た
だ
い
た
。冒
頭
、今
日
は
車
い
す
に

乗
っ
た
方
の
気
持
ち
で
講
演
を
聞
い
て

く
だ
さ
い
と
言
う
お
話
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。障
が
い
者
が
約
7
2
0
万
人
い

て
18
人
に
1
人
の
割
合
で
高
齢
者
社

会
に
伴
い
年
々
増
え
て
い
ま
す
。平
成

26
年
4
月
か
ら
文
部
科
学
省
に
一
元

化
さ
れ
ま
し
た
が
、今
ま
で
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
延

長
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
で
厚
生
労
働

省
、一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
の
文
部
科
学
省

と
管
轄
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。ビ
デ
オ
を
通
じ
て
い
く

つ
か
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
、一
般
の
方
と
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
と
共
に
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
真
剣
に
戦
う
姿
に
感
銘
を
受
け
、

涙
す
る
人
も
居
ま
し
た
。障
が
い
者
や

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
理
解
が
深
まっ

た
と
思
い
ま
す
。

　
阿
部
理
事
よ
り
、「
な
ぜ
社
会
は

M
U
D
を
必
要
と
す
る
の
か
」の
テ
ー
マ

で
講
演
い
た
だ
い
た
。今
回
は
M
U
D

の
テ
ク
ニッ
ク
で
は
な
く
、社
会
が
抱
え

て
い
る
環
境・健
康・高
齢
者・危
機
管

理
と
いっ
た
問
題
を
M
U
D
の
観
点
か

ら
解
決
す
る
こ
と
に
よ
って
印
刷
業
界

が
社
会
を
活
性
化
し
社
会
貢
献
し
て
い

る
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中

に
は
、紙
媒
体
だ
け
で
な
く
障
が
い
者
と

と
も
に
ス
ー
パ
ー
を
検
証
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
、我
々
が
決
し
て
平
面
的
な

課
題
解
決
を
す
る
だ
け
で
な
く
、立
体

的
に
ま
た
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
課
題
解
決

す
る
こ
と
に
よって
社
会
貢
献
し
て
い
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、印
刷
業
界
が
単
に
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
広
報
、理
解
促
進
な

ど
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、前
段
階

の
障
が
い
者
に
対
す
る
知
識
や
理
解
、

高
齢
者
問
題
な
ど
の
国
家
的
テ
ー
マ
の

課
題
解
決
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
藤
本
教
授
の
次
の
お
話
が
印
象
的
で

し
た
、あ
と
5
年
少
し
で
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
に

な
り
ま
す
が
、そ
れ
は
近
い「
未
来
」で

す
。ス
ポ
ー
ツ
界
に
とって
、日
本
企
業
に

とって
、日
本
社
会
に
とって
、こ
れ
は
絶

好
の
機
会
で
す
。日
本
国
民
の「
ハ
ピ
ネ

ス
」が
広
が
り
、高
ま
り
、消
費
を
押
し

上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、ス
ポ
ー
ツ
や
、

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
企
業
に
対
す
る

関
心
や
理
解
が
高
ま
り
ま
す
。私
た
ち

は
、こ
の「
未
来
」を
待
って
い
て
は
い
け

ま
せ
ん
。「
未
来
」は
、私
た
ち
が
創
る
時

代
な
の
で
す
。

（
教
育・研
修
委
員
会 

委
員
長 

山
本
順
也
）

　
大
印
工
組
で
は
、平
成
26
年
11
月

21
日(

金)

の
午
後
5
時
か
ら
太
閤
園

ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
で
、第
5
回
M
U
D

グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、大
阪
府
商
工
労
働
部

中
小
企
業
支
援
室
商
業・サ
ー
ビ
ス
産

業
課・前
田
真
一
課
長
補
佐
、大
阪
市

経
済
戦
略
局
産
業
振
興
部・久
保
昇

治
工
業
担
当
課
長
、大
阪
商
工
会
議

所
経
済
産
業
部・近
藤
博
宣
部
長
、主

催
者
側
は
大
印
工
組・吉
田
忠
次
理

事
長
、N
P
O
メ
デ
ィ
ア・ユ
ニ
バ
ー
サ

ル・デ
ザ
イ
ン
協
会・伊
藤
裕
道
理
事

長
、大
印
工
組・教
育
研
修
委
員
会・山

本
順
也
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。大

印
工
組・佐
々
木
専
務
理
事
の
司
会
進

行
で
開
催
し
、吉
田
理
事
長
が「
今
日
、

各
産
業
界
や
企
業
は
社
会
的
責
任
を

果
た
す
た
め
に
C
S
R
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。大
印
工
組
で
は
デ
ザ

イ
ン
や
文
字
な
ど
よ
り
多
く
の
人
に
情

報
が
伝
わ
る
メ
デ
ィ
ア・ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。今
後
も
大
印

工
組
で
は
社
会
的
責
任
と
言

う
観
点
か
ら
作
品
の
社
会
へ

の
還
元
活
動
や
製
品
化
の
橋

渡
し
な
ど
社
会
貢
献
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
」と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。来
賓
紹
介
後
、伊

藤
理
事
長
よ
り「
応
募
点
数

が
少
な
く
心
配
し
ま
し
た
が
、

作
品
の
レ
ベ
ル
は
ど
れ
も
一
定

の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
し

た
。こ
こ
で
寺
井
審
査
委
員

長
の
コ
メ
ン
ト
を
代
読
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン・ア
レ
ル
ギ
ー・ゲ
ー
ム・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
提
案
な
ど
幅

広
い
分
野
か
ら
の
応
募
が
あ
っ

た
こ
と
は
今
後
へ
の
収
穫
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。M
U
D

の
レ
ベ
ル
を
高
い
段
階
に
引
き

上
げ
、新
し
い
提
案
や
手
法
に
移
行
し

て
き
た
と
言
え
ま
す
。以
上
が
委
員
長

の
コ
メ
ン
ト
で
す
。M
U
D
の
手
法
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、今
後
は
情
報
の
内
容

に
つ
い
て
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
多
く
の
外
国
人
や
障

が
い
者
の
方
が
東
京
の
み
な
ら
ず
大
阪

に
も
来
ら
れ
ま
す
、こ
の
方
た
ち
に
ど

う
い
う
情
報
を
提
供
す
れ
ば
い
い
の
か

を
M
U
D
視
点
で
考
え
て
提
案
す
れ

ば
面
白
い
と
思
い
ま
す
」と
述
べ
て
受

賞
者
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、司
会
者
か
ら
協
賛
し
て
い

た
だ
い
た
各
企
業
への
お
礼
を
述
べ
、表

彰
式
へ
移
り
ま
し
た
。ま
ず
大
阪
府
知

事
賞
は
前
田
課
長
補
佐
か
ら
不
二
印

刷
株
式
会
社・室
濱
秋
成
氏・永
井
佑

佳
氏・中
島
真
紀
子
氏・山
田
晃
平
氏

に
、大
阪
市
長
賞
は
久
保
課
長
か
ら
大

阪
シ
ー
リ
ン
グ
印
刷
株
式
会
社・山
田

あ
ゆ
み
氏
に
、大
阪
商
工
会
議
所
会
頭

商
は
近
藤
部
長
か
ら
大
阪
シ
ー
リ
ン
グ

印
刷
株
式
会
社・町
田
愛
子
氏
に
、大

印
工
組
賞
は
吉
田
理
事
長
か
ら
バ
ン
タ

ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
所・村
山
佳
恵
氏
に
、

審
査
員
特
別
賞
は
伊
藤
理
事
長
か
ら

株
式
会
社
一
心
社・松
永
豊
氏
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、受
賞
者
と
来
賓

各
氏
な
ら
び
に
主
催
者
一
同
が
記
念

撮
影
を
行
い
、最
後
に
山
本
委
員
長

よ
り「
全
印
工
連
主
催
の
第
8
回
コ
ン

ペ
で
大
阪
の
作
品
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取

ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、こ
れ
ら
の

作
品
が
一
日
で
も
早
く
製
品
と
し
て

世
の
中
に
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
述
べて
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
教
育・研
修
委
員
会 

委
員
長 

山
本
順
也
）

写真左より／内閣府承認特定非営利活動法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会理事 阿部浩之氏
大阪体育大学 体育学部健康スポーツマネジメント学科教授 藤本淳也氏
特定非営利活動法人アダプテッドスポーツサポートセンター理事長 高橋 明氏

大阪府印刷工業組合副理事長 浦久保康裕氏
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中尾先生

組織活性委員会INFORMATION

　11月22日(土)、組織活性委員会(石井和
貴委員長)は「海遊館アカデミープラスとホ
テルランチバイキング」を開催した。参加者
は、各支部より集まった大人子供をあわせ
19社59名。今回は昨年の海遊館バック
ヤードツアー見学会の第２弾として行った。
　午前10時50分海遊館前に集合。11時
より海遊館ホールにて、岡本隆之副理事長
の挨拶の後、飼育員さんが映像や標本、実
際に使用していた道具などを使って「ジン
ベエザメ」についてのお話をしてくれた。

その後、マリンメイトの案内で2班に分かれ
バックヤードツアーを開始。今回は調餌室
や冷凍庫などの見学がない代わりに海水
を浄化する「ライフサポートシステム」を見
学。たくさんのパイプや浄化装置を海水
が通り、浄化された海水が最後に「イヌザ
メ」の居る水槽へ送り出されて行く。ここで
「イヌザメ」に異変がないことを確認する。
マリンメイトいわく「イヌザメが海遊館の守
り神」とのことだそうだ。次に太平洋水槽
（海遊館で一番大きな水槽）を上部から見
学。今回は残念ながら、ジンベエザメのえ
さやりは見学できなかったが、上から覗く
大水槽は大迫力で一見の価値はあった。
その後、引き続き海遊館を一般の方と合

流して見学。
　午後1時より海遊館の近くにあるホテル
シーガルでのランチバイキング。石井和貴
委員長の挨拶で懇親会が始まった。窓一面
に広がる大阪湾の眺望を楽しみながら、賑
やかに懇親会が進む中、午後2時30分に中
締めとなった。
　この日は、午後5時からイルミネーション
の点灯式とペンギンパレードがあり、海遊
館に再入場もでき一日中楽しむことができ
た企画であった。
　今後も組合員皆様に楽しんでいただけ
る交流事業を企画致しますので、皆様のご
参加を心よりお待ち申し上げております。
（組織活性委員会 副委員長 森本英植）

海遊館バックヤードツアー見学会

海遊館アカデミープラスと
ホテルランチバイキング！

CSR推進委員会INFORMATION

　11月19日17時より大阪印刷会館4階会
議室にてCSR推進委員会セミナーが開か
れ、顧問である中尾先生から「労務管理に
おけるリスクマネジメント」を講演していた
だいた。
　初めに山崎委員長から挨拶があり、今日
の講演はCSRの８つのテーマであるうちの
一つの雇用労働安全についてという話が
あり講演をスタートした。「リスクマネジメ
ント」とは「リスク発生を予防し、万一発生し
た場合は、被害を最小限に抑えるための一
連の活動」であり、特に労務関係のリスクマ
ネジメントに関しては中小企業に関しては
解決の糸口が見えにくく難しい点がある。
一例として印刷会社が起こした胆管がん
の発症事件がある。この件では企業名が

ニュースや新聞に大きく取り上げられた。
こういった事故でリスクが顕在化する要因
としては経営者が①リスクを認識していな
い②リスクを認識していても対策がわから
ない③対策がわかっていても費用と時間
がない④結局は放置したまま操業を続け
るといった4点が考えられる。以前、アスベ
ストの発がん性に関しても大きなニュース
になったが、アスベストについては、企業責
任だけでなく国の責任も問われており、危
険性を予測できなかった否かが争点になっ
ている。しかし、この企業が使用していた有
機溶剤に関しては広く健康被害が起こると
認識されていた。発がん性物質として認定
されていなかったとはいえ、日常の空気の
換気やマスクの着用などの安全管理の怠
惰および産業医の未選任等の法違反がも
たらした結果である。この点がアスベスト
被害と大きく異なっている。
　印刷工場の事故についてもう一例を挙

げられた。これは、フィルムの貼付け機で巻
き込まれて死亡した事故で、本来作動する
はずの安全装置が解除された状態での作
業であり、安全対策や安全教育の不徹底が
原因で起こってしまった事故である。この会
社は、激しい受注競争の中、「日本一安い価
格」をセールスポイントに業態変革を行い、
急成長中である。その他、セクハラやパワハ
ラ等のハラスメントの事例についても解説。
｢企業不祥事の深層原因は『労務管理』にあ
る。経営者として安全管理と共に部下の個
性を十分に尊重し、活かすマネジメントが求
められる｣とのことでセミナーは終了した。
　閉会の挨拶で安平副理事長から８つの
CSRテーマ①法令順守②品質③雇用労働
安全④環境⑤情報セキュリティ⑥財務の
健全化⑦社会貢献⑧情報の開示について
今後もセミナーを行っていきたいとのこ
と。以上で19時に閉会となった。

（CSR推進委員会）

労務セミナー開催

労務管理における
リスクマネジメント

安平副理事長
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　２０１４年１１月１１日（火）大阪リバーサイド
ホテルにて北支部及び東支部の2支部合
同セミナーが午後２時より１部,２部の構成
で「放射能汚染の現状と予測」と題して行
われた。約３０名ほどの集まりで１部は２時
30分より３時５０分まで私、東支部支部長の
廣瀬が基礎編を講演し２部を４時から５時
50分までメイン講師の木下黄太氏が講演
し６時より懇親会が行われた。１部の基礎編
では、3.11の福島第一原発の爆発の再確

認から始まり、爆発の規模、及び現在の状
況を解説し汚染された国土、被爆の現状、
これから起こるであろう人への影響、対策
などをパワーポイントで映像を見ながら説
明した。２部では、元テレビ局デスクであり、
東海村ＪＯＣ臨海事故にも取材されたメイ
ン講師の木下黄太氏を迎えて日本の現状
をマスコミが伝えない切り口で講演され
た。特に取材されたウクライナの現状を例
に将来の日本の予測を示され、また実際に

検出された数値を具体的に現し汚染の現
状を日本地図で示され、本当に酷い状況に
皆さんは驚いた表情だった。立食の懇親会
でも質問される方が、多く居られて丁寧に
応答されていた。
　今回は、内容も濃く、来場した皆さんも
大変満足された様子ではあったが、時間の
関係で日にちが悪く、また前宣伝も少し工
夫が必要と指摘があり次回のセミナーの
検討課題になった。      （東支部 廣瀬正博）

2支部合同セミナー 北・東支部

委員会レポートINFORMATION

大印工組レポート

　平成26年度 第3回定例理事会が11月
12日（水）午後3時から都島区の太閤園で定
例理事数62名中39名が出席して開かれ
た。事務局平塚課長が開会を宣し、大阪労
働局労働基準部健康課労働衛生専門官石
井真人氏による「労働安全衛生法一部改正
について」の説明会を実施し、その後、吉田
理事長が開会の挨拶を行い、議長となり議
事を進行した。

　第1号議案・組合員加入承認の件につい
ては平塚課長より前回（平成26年7月16日)
理事会以後の組合加入申し出3社を報告
(承認により521社)。第2号議案・平成２６年
度上期決算報告の件について、佐々木専務
理事より説明があり、第3号議案・各委員会
開催状況及び予定については①経営革新・
マーケティング委員会（家田裕光委員長）、
②教育・研修委員会（山本順也委員長）、③広
報推進特別委員会（木原浩二委員長）、④ＣＳ
Ｒ推進委員会（山崎一彦委員長）、⑤組織活
性委員会（石井和貴委員長）、⑥大阪青年印
刷人協議会（髙本隆彦議長）より説明があ
り、全員異議なく承認された。
　次いで報告・連絡事項に移り①大阪商工
会議所議員選挙結果について佐々木専務

理事より説明が行われた。②「全日本印刷文
化典京都大会」の概要報告について吉田理
事長より報告が行われた。③大印工組６０周
年事業については作道副実行委員長より
説明が行われた。引き続き、吉田実行委員
長が組合員アンケート調査について説明を
行った。④組合員増強キャンペーンについ
て岡本副理事長より説明が行われ、併せ
て、理事の皆様に１人１社勧誘をしていただ
くようお願いした。⑤組合員台帳調査回収
結果について岡本副理事長が結果報告を
行った。⑥新春会員交流大会の開催につい
て、佐々木専務理事が説明した。⑦各支部
活動状況については吉田理事長より各支
部長又は副支部長に支部の活動状況につ
いて報告をお願いし、永谷支部長からは宮
城県工組気仙沼支部と友好締結した旨の
報告があった。⑧行事予定並びに「参考資
料」①平成２５年工業統計速報②ＪＰ２０１５情
報・印刷産業展ポスター③異端の発想逆転
のパラダイムシフトについて佐々木専務理
事から報告があり、午後5時15分に議長は
閉会を宣した。　　　　　    （報告：事務局）

平成26年度 第3回 定例理事会開く

労働安全衛生法一部改正
についての説明会も実施

INFORMATION

　第5回組織活性委員会（石井和貴委員
長）が11月26日(水)午後6時より大阪印刷
会館で開かれ18名が出席した。
　まず報告連絡事項として事務局より、①
各種無料相談案内②「海遊館見学会」実施
報告、③今後の教育・研修委員会、経営革
新・マーケティング委員会事業の案内につ
いて報告した。
　続いて討議事項では、まず交流小委員会
の森本副委員長より①ボウリング大会案内
については平成27年2月8日（日）に新大阪
イーグルボウルで開催、今回もボウリング
大会終了後、懇親会を行う（会場は「月の雫」
新大阪店）②来期のプロ野球観戦について
は今年度同様プロ野球観戦2試合(交流
戦、阪神主催試合)を予定している。③支部
対抗ゴルフ大会並びに大阪印刷産業人ゴ
ルフ大会の開催場所とスケジュールについ
ては来年度の「支部対抗ゴルフ大会」は昨
年同様「聖丘カントリー倶楽部」にて6月2日
(火)開催、秋の「大阪印刷産業人ゴルフ大

会」は10月14日（水）に例年通り開催する
が、会場は現在未定。次に共済小委員会の
川畑副委員長より、①共済キャンペーンに
ついては本年度9月より共済キャンペーン
が始まっているが、なかなか実績が上がっ
ていなく、厳しい状況である。生保・損保の
担当者に各支部の忘年会、新年会等にお邪
魔してPRを行って加入率アップに繋げたい
ので、是非ご協力をお願いしたい。②各支
部献血運動については本年度、現在９支部
で献血運動を実施中。前年度より、全体的
に献血者数、採血量共に減ったが社会的貢
献として今後とも大印工組として取り組ん
でいくので協力をお願いしたい。組織小委
員会は岡本副理事長より①60周年記念事
業「組合員増強キャンペーン」進捗状況につ
いて「前回の委員会より各支部に提供をお
願いした推薦先リストについて2支部9社提
出いただき現在9支部32社となっている。
またその32社のうち加入見込みがあるの
が12社で、まだ目標の半分にも満たない状
況である。併せて理事会で理事に紹介のお
願いをしたが、まだ紹介をいただいていな
い。」と経過報告を行った。
　その後各支部の活動状況について、「挨
拶状と加入パンフレットをお送りし電話で

確認している」、「２社の加入見込みがあるが
賛助会員になる可能性もある。」「支部で呼
び掛けているが推薦先すら出てこない状
況。予定通り役員に１社紹介依頼し年内に
終了する。」「２社の加入見込みあるが、加入
までは至っていない。」「現在支部内で推薦
先リストを中心にＤＭを送る予定をしてい
る。２社は加入の話になっている。」等の意見
がでた。
　最後に、更なる組合員増強キャンペーン
の協力をお願いし午後7時に閉会した。

（次回日程）
日時：1月23日（金）午後6時～
場所： ｏｔｔｏ ｎｏｖｅ 北新地店
議題：後日開催案内にて連絡

（報告：事務局）

組織活性委員会

60周年記念事業や
組合員増強キャンペーン

について討議
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　東栄支部秋の食事会は、11月7日（金）
22名の出席でした。今年も東小橋北公園
（JR玉造駅東側）から当支部チャーターバ
スで京都へ。

　毎年のことで、会員の皆さんは、食事を楽
しみに和気あいあい…「ミシュランガイド京
都・大阪2010」より三年連続三ツ星を獲得
した「つる家」へ。
　宴会では初めに黒野支部長があいさつ
で、食事会の趣旨を簡単に説明された。吉
兆、割烹料理花外楼本店、きのさき西村屋
本館、京料理本店菊乃井等々有名店を支部
の皆さんと気軽に楽しく利用したい。今回
は、明治41年（1908年）に大阪の北浜の地
で初代出崎鶴吉によって創業。岡崎つる家
は昭和3年（1928年）に昭和天皇陛下のご
即位の儀が京都御所で執り行うために全
国の貴族院議員、並びに衆議院議員の先
生方が御入洛（京に入ること）になり、ご宿
泊､お食事を契機に開店しました。
　建物は、落ち着いた近代数寄屋建築で

秋の食事会 世界中の貴賓の方々を魅了する｢岡崎 つる家｣の京料理 東栄支部

昭和39年（1964年）に改築した建物です。
また、庭園は明治の名工庭園師、加藤熊吉
（植熊）氏が東山連峰を背景にした築山林
泉様式の借景庭園です。四季の庭優雅な
池泉回遊式庭園琵琶湖の疏水を活かした
大らかな造景、料理は四季折々の新鮮な
海山の幸を明治41年創業以来の伝統の
技で調理、豊かな味と香りを今に伝えつづ
けて日本料理に精進しています。写真は、

舞妓さん、芸妓さんと興じる華やかな宴会。
「つる家」のおもてなしの心をたいせつに…
開業以来、各宮家、政、財界はもとより各界
の方々より、また海外からはイギリスのエリ
ザベス女王陛下、ダイアナ妃（1986年）、
中国の鄧小平閣下（1978年）、アメリカの
フォード大統領（1974年）、ブッシュ大統領
（1992年）はじめ、フランス、ドイツなどの
数々の国公賓の方々がご来店され今日ま
でに至ってます。
　今秋そのおもてなしの舞台岡崎つる家
を満喫して戴き帰りは、数名が京都駅で途
中下車、残りの方々は玉造駅にて無事解散
となりました。　　　    （東栄支部 事務局）

　東和支部では11月8日（土）～９日（日）有馬
温泉「欽山」において１９名参加のもと秋季研
修会を行った。今回は賛助会員に自社PRま
たは業界の動向などについて話をしていた
だくという場を設け、丸楽紙業㈱、合同イン
キ㈱の２社にPRしていただくこととなった。
　研修会の冒頭に、新会員としてSS紙工社
松村氏の紹介と挨拶があったあと、まず、
丸楽紙業㈱の山口氏よりPRいただいた。

　紙業界の動向ということで平成２６年の
紙・板紙の内需試算の説明があった。対前
年比からの出荷が0.7％落ちる試算となっ
ており、2006年が内需のピークでそこから
2014年までで14％も下落してきている。
人口減、少子高齢化の構造的な問題もさる
ことながら、消費税増税による駆け込み需
要の反動減、消費マインドの冷え込み、近年
における紙の出版物の減少、ネット媒体の
増加に伴う広告の紙離れ等マイナス要因が
影響する試算となっている。またベネッセ
ショックによりDM向けの需要の落込みが激
しく製紙各社も減産を強いられている状況
である。そんな中でも2大大手の王子製紙、
日本製紙においては内需の出荷量は減って
いるが海外への売上を伸ばすことにより売
上自体は増えているようだ。
　そのような状況の中で、紙の卸業として
は、紙を差別化するのはなかなか難しいた
め、機械であったり電子関連の分野を紙に
からめて戦略を図っていこうと考えていると
のPRであった。
　続いて合同インキ㈱竹内氏にPRいただ
いた。インキ業界も厳しい状況が続いてお
り、大手のメーカーはインキ以外のところで
利益をあげているが、中小のメーカーとし
てはどのようにして企業維持をしていくの
か、選択を迫られる時期にきているのが現

状である。技術開発・営業展開していく上で
新たな分野にということでその一つとして
数年前から偽造防止関係の商品に力を注
いでいる。

　偽造防止とは同じものを作らせない。ま
た、形状が同じでも判別できるものと考え
ている。合同インキでは形状が同じもので
も識別できるスタイルのものを開発してい
るとのこと。■特殊黒インキ+検証ライトシ
ステム：検証ライトを照射することで他の黒
と違う反射光を返す特殊インキで、ライトを
照射することにより特殊インキ部分のみ反
射するといったシークレットマーキングが可
能となる。■蛍光発色インキ：白地のものに
汎用ブラックライトを照射することで鮮やか
に発色する。■特殊半透明インキ+専用検
知器システム：音反応タイプのもので検知
器をかざすと音がする。インキと検知器が
セットになっているので片方だけでは効果
がなく、検知器に内蔵されている基盤を流
用すれば形状はどのようにもできる。最近、
大手玩具メーカーで偽造防止効果精度が
高いということで中国向けの商品に採用が
あったとのこと。中国ではすぐに模造商品が
作られることから中国向け商品には需要が
大きいだろうことが想像できる。上記３つの
商品に関してはUV印刷が前提となり、印刷
インキとしては安いものではないが、最終ク
ライアントに印刷物ではなく商品として見
ていただければ、決して高いものではない
と思っていただけるとのPRであった。
　続いて中原支部長より、支部内で会員同
士が具体的にどのような仕事をしているか
よくわからないという声を聞くので、お互い
の仕事を知っていただくのと実際の仕事に
つながるように、ラフな形での発表会のよう
なものを計画しており、作道印刷がオープ

ンした「セイリングデイズ大阪」という施設を
利用してやっていこうと考えているという話
があり、作道副理事長から「セイリングデイ
ズ大阪」について補足説明があった。コワー
キングスペースで、狙いとしては、人が集
まってくる場所を作りたかった。色んな人と
の接点がそこで生まれて色んな人との引き
合いができ、実際の仕事につながる。勉強
会、セミナーをやったり、イベントをやったり、
イベントの実例としては学生にサブカルの
イベントを企画させそこで学生との接点が
生まれてジョイントで何かをやっていこうと
いう展開を考えたり、また、あるメーカーが
突然やってきて商品開発を手伝ってくれな
いかという引き合いがあったりする。ODM
で大手の下請けをずっとやってきたような
中小メーカーは、自分たちで商品を開発す
る場合、技術は持っているが売り先、売り方
などで悩まれていることが多く販促部分で
の支援要望があったりして、様々な方面か
ら人が集まり仕事の機会が生まれる。印刷
業界は営業面で攻めていくというものが
足りないと思っているのでそれを補ってい
くような事業展開をしていきたいとの説明
があった。

　研修会は１時間ほどで終了し、その後温
泉で疲れを癒し、懇親会へ。所用で研修会に
参加できず、懇親会から参加となった新会
員㈱美販の尾寅社長の紹介と挨拶があり、
おいしいお酒と料理を存分に堪能し、情報
交換並びに懇親を深めた。懇親会終了後は
２次会ということでカラオケバーに移って大
盛り上がり。翌日は皆で朝食を取ったあとに
散会となったが、しばらくお部屋でのんびり
とくつろぐ方もおられ至福のひとときを楽し
んでいただけたようだ。

（東和支部 事務局）

平成26年度 東和支部 秋季研修会 東和支部
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　東支部、恒例の秋の研修会が、平成26年
11月8日（土）に行われた。今回は、「信楽陶
芸体験教室と松茸、近江牛のあばれ食い」
と題して、バスを利用しての企画。当日はお
天気も快晴で、いつもの集合場所に８時に
集まり約２５名の参加者で出発した。
　阪神高速－第二京阪道路－京滋バイパス
－名神高速－新名神高速－信楽インター

チェンジを経由して、最初の信楽陶
芸体験教室に着いた。すぐに、絵付
けグループと電動ロクログループ
に分かれ各教室に導かれて、体験
教室が始まった。絵付けグループ
は、あらかじめ用意された素焼きの
素材（大皿、小皿、マグカップ、ワイ
ングラス、信楽でお馴染みのたぬ
きなど）を1つ選び、色付けの注意

点などの説明を受け、見本の作品を参考に
自分の好きな色を塗った。電動ロクロの方
は、ねんどをロクロに乗せて慎重に回転さ
せながら、どんぶり茶碗の様な作品を3点作

り、その中で出来の良い1点が選ばれる。絵
付けもロクロも後日焼かれて、自宅に送られ
ることに、割り当てられた体験の時間は、す
ぐに過ぎ、次の松茸、近江牛のあばれ食い

秋の研修会 東支部

の魚松本店に向かった。
 その店は畑の真ん中にあり、離れた駐車場
には早くも観光バスでいっぱいで、いかにも
繁盛している様子。早々とバスを降りてお店
に、個室が用意されていて安心した。１時間
30分の食べ放題及び飲み放題で足りるか
なと心配したが、すき焼きで松茸（国産では
なく、北米、韓国、カナダなどの海外産で色も
白いが松茸の香りはある）近江牛（すき焼き
用の上等な肉）を食べ始め、おかわり自由で
たらふく時間内に食べることができた。途
中、松茸ご飯、土瓶蒸し、デザートも出され、
確かに人気がある理由が理解でき、皆さん
も十分満足された様子で親睦もいっそう深
まった。帰途は途中、針テラスでお土産を買
い京橋にて無事解散した。

（東支部 廣瀬正博）

　11月１日（土）に奈良県は月ヶ瀬にあるコ
マカントリークラブで天親会では青年会で
ある天青会と合同でゴルフコンペを開催し
た。参加者は全員で6組総勢24名。天親支
部以外にも北支部より北東工業の東條氏、
相互ビジネスフォームの川畑氏に参加して
いただいた。
　当日はプレー前には雨模様だったが、誰
か晴れ男がいるのか（？）プレーを始めると
ほとんど雨に当たることなく楽しくプレー
をすることができた。ただ朝の交通事故渋
滞に巻き込まれ、集合もままならず、止む
無く集まった順番で慌ただしくスタートを

することとなった。今回、この騒動で誰一人
として写真を1枚たりとも撮っておらず、本
誌に載せる写真は残念ながらないというこ
とに…。誰か一人くらい撮っていてもいい
のに(; д́` )トホホ…。
　私もコマカントリーに初めて訪れたが、
非常に良いゴルフコースであった。特に
びっくりしたのが朝食、昼食（韓国料理、焼
肉など）ともに大変おいしいこと。また、お
みやげも充実していて（ユッケジャンスー
プ、コムタンスープ、自家製コロッケ、ミンチ
カツ）、自宅に持って帰るととても喜んでく
れた。

　プレーの結果は、大洋堂印刷所の中川
義弘さんが優勝だった。おめでとうござい
ます！
　今後もできれば他支部との交流も含め、
なるべく多い人数で開催していきたいと
思っている。次回は春ごろに開催したいと
思うので、他支部の方々にもお声をかけさ
せていただこうと思う。ぜひ参加していた
だき、楽しいひとときを共に過ごせればと
願っている。

（天親支部 岩倉大介）

天親会、天青会合同ゴルフコンペ 天親支部

　西和支部西和シニア会は１１月８日(土)南
淡路へのバス旅行を行いました。集合地阿
波座へ１５名の参加で午後9時に出発、例年
より参加者がやや少なくはありましたが、
ゆったりとしたバス旅行になりました。
　先ず今年より新しく会長に就任した谷口
会長より今日１日楽しく過ごしましょうと挨
拶、途中のガイド役も務め笑いの中１１時過
ぎには、目的地ホテルニューアワジプラザ
淡路島に到着。食事までは時間がありまし
たので希望者のみ女性のリピータ客が多
いという近くで湧き出る潮崎温泉のとろり
とした肌ざわりのお湯と鳴門海峡の絶景を
楽しみました。
　本日のメイン懇親会に移り西和会奥野
会長が今日の料理は大変おいしいと聞い
ておりますのでゆっくり味わってくださいと
挨拶。続いてシニア会谷口会長の挨拶、今
市氏の乾杯で開宴しました。

　淡路島の豊かな食材を取り入れた料理
と会話を十分に楽しみました。
　食事の後イングランドの丘を見学し途中

第１１回西和シニア会淡路島へのバス旅行 西和支部

お土産の店に立ち寄り両手一杯のお土産
をさげ帰路につきました。楽しい１日でした。

（西和支部 藤永隆介）
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東大阪支部

　

昨
年
１０
月
８
日
、大
阪
府
印
刷
工

業
組
合
東
大
阪
支
部
は
宮
城
県
印
刷

工
業
組
合
本
吉・気
仙
沼
支
部
と
友

好
支
部
と
し
て
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

友
好
支
部
締
結
と
い
い
ま
し
て
も

姉
妹
支
部
の
前
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
当
初
、簡
素
な
形
式
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

先
の
全
国
印
刷
文
化
典
京
都
大
会

に
お
い
て
京
都
で
現
地
支
部
長
様
と
交

流
す
る
だ
け
の
よ
う
な
簡
単
な
式
を

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
こ
と
が
宮
城
県
に
お

　

地
震
直
後
、大
印
工
組
の
み
な
ら
ず

全
国
の
印
刷
工
業
組
合
が
宮
城
県
工

組
を
始
め
被
災
各
工
組
に
義
援
金
を

贈
り
、非
常
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。し
か
し

そ
の
後
、何
の
支
援
も
で
き
な
く
手
を

差
し
の
べ
る
こ
と
も
せ
ず
申
し
訳
な
く

思
って
い
ま
し
た
。そ
こ
で
何
か
支
援
が

で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
一
昨
年
の
支

部
総
会
を
気
仙
沼
に
お
い
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。東
北
ガ
ン
バ
レ
！
気
仙
沼

立
ち
上
が
れ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、全
員
揃

い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
込
ん
で
東
北
支
援

印
刷
隊
と
し
て
訪
れ
ま
し
た
。そ
れ
は

決
し
て
興
味
半
分
や
物
見
遊
山
な
気

持
ち
で
は
な
く
現
地
を
目
の
当
り
に
見

て
、今
後
、ど
の
よ
う
な
復
興
支
援
が

で
き
る
か
又
近
い
将
来
に
お
い
て
起
こ

り
う
る
か
も
知
れ
な
い
東
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
教
訓
に
な
れ
ば
と
い
う
気
持
で

し
た
。 

　

総
会
で
は
現
地
の
支
部
長
様
を
は

じ
め
組
合
員
様
に
参
加
し
て
も
ら
い
被

災
状
況
・そ
の
後
の
ご
苦
労
話
を
聞

き
、激
励
い
た
し
又
懇
親
会
に
て
、両
支

部
間
の
交
流・親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
有
意
義
だ
っ

た
総
会
も
こ
れ
で

終
わ
っ
て
一
時
的
な

激
励
会
に
し
た
く

な
い
と
の
強
い
思
い

が
募
り
、そ
の
後
も

こ
こ
１
年
半
余
り

現
地
と
の
連
絡
を

取
り
合
い
、励
ま
し

又
組
合
の
あ
り
方

平
成
26
年
７
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

２
日
間
に
か
け
て
東
大
阪
支
部

有
志
に
よ
る｢

印
刷
復
興
支
援
隊｣

は
25
年
６
月
総
会
に
引
き
続
き
復

興
支
援
の
大
役
を
背
負
い
再
び
東

北
は
南
三
陸
へ
と…

。

　

今
回
は
東
北
最
大
の
印
刷
機
材

店｢

Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
う
ほ
く
２
０

１
４｣

も
仙
台
・
産
業
見
本
市
会
館

に
て
見
学
、63
社
の
企
業
が
出
展
。

　

そ
の
後
、南
三
陸
町
に
入
り
、殉

職
さ
れ
た
遠
藤
未
希
さ
ん
を
は
じ

め
43
名
の
職
員
が
犠
牲
に
な
ら
れ

た
防
災
庁
舎
を
訪
れ
、慰
霊
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後｢

民
宿
コ
ク
ボ
荘｣

へ
、民

宿
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
す
べ
て
津
波

で
流
失
、再
度
、民
宿
を
立
ち
上
げ

た
苦
労
話
も
聞
き
ま
し
た
。翌
日
に

は
地
元
で
主
催
す
る
夏
の
イ
ベ
ン

ト
・
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
お
楽
し

み
抽
選
会
に
使
う
名
産
品
を
調
達

し
ま
し
た
。

平
成
25
年
６
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　

25
年
度
総
会
は
新
年
会
の
臨
時

総
会
に
お
い
て
、２
年
前
に
起
き
た

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
少
し

で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
こ

と
で
経
済
的
に
援
助
し
、復
興
支
援

に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
決
定
。

　

東
北
ガ
ン
バ
レ
！
気
仙
沼
立
ち

上
が
れ
！
と
い
う
思
い
で
印
刷
復

興
支
援
と
し
て
こ
こ
気
仙
沼
で
の

開
催
で
し
た
。

　

２
日
間
、気
仙
沼
を
中
心
に
見
て

周
り
ま
し
た
。気
仙
沼
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
の
懇
親
会
に
て
宮
城
県
印
刷

工
業
組
合
の
２
社
の
方
々
と
交
流

を
も
ち
、被
災
の
お
話
を
聞
く
機
会

を
得
ま
し
た
。

な
ど
話
し
あ
い
関
係
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
７
月
に
は
支
部

の
恒
例
夏
の
ビ
ア
パ
ー
テ
イ
の
開
催

に
あ
た
り
抽
選
会
の
景
品
を
現
地
南

三
陸
町
に
直
接
出
向
き
調
達
し
ま
し

た
。現
地
支
部
か
ら
も
協
力
し
て
く

だ
さ
り
、例
年
に
な
く
盛
り
上
が
り

参
加
の
組
合
員
を
は
じ
め
従
業
員
・

家
族
の
方
に
は
非
常
に
喜
ば
れ
ま
し

た
。
　
こ
う
し
て
震
災
を
通
し
て
の
二
つ
の

支
部
交
流
が
新
た
な
絆
を
生
み
、低

迷
す
る
印
刷
業
界
に
何
か
を
生
み
出

せ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
な
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
今
後

も
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
東
大
阪

支
部
と
宮
城
県
印
刷
工
業
組
合
本

吉・気
仙
沼
支
部
の
交
流
を
深
め
、印

刷
産
業
人
の
精
神
に
も
と
ず
き
、社

会
の
責
任
あ
る
一
員
と
し
て
、そ
の
使

命
を
自
覚
し
、国
民
生
活
及
び
文
化

の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、産
業

基
盤
の
強
化
と
限
り
な
い
発
展
を
め

ざ
し
、こ
こ
に
支
部
間
に
お
い
て
友
好

支
部
と
し
て
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た

次
第
で
す
。

き
ま
し
て
は
宮
城
県
工
組
本
部
に
伝

わ
り
、組
合
本
部
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、本
部
が
催

行
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、又
地

元
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も
あ
り
、大
々
的
な

締
結
式
と
な
り
嬉
し
く
も
あ
り
と
ま
ど

い
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
友
好・

姉
妹
支
部
締
結
は
大
阪
は
も
ち
ろ
ん

宮
城
県
に
お
い
て
も
初
め
て
で
全
国
初

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
あ
の

忌
ま
わ
し
い
東
日
本
大
震
災
か
ら
早

い
も
の
で
こ
の
３
月
で
４
年
を
む
か
え

ま
す
。

　

今
も
復
興
な
か
ば
と
は

い
え
、満
足
な
再
建
も
進

ま
ず
地
域
住
民
の
苦
悩
・

ご
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
被
災
さ
れ

た
組
合
員
様
に
は
そ
の
後

並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
も
と
、

汗
と
涙
の
結
晶
で
今
日
の

再
建
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ

ま
す
。

　

改
め
て
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合 

東
大
阪
支
部

友
好
支
部
を
結
ん
だ
経
緯

締
結
式
報
告

本
吉
・
気
仙
沼
支
部
の
紹
介

南
三
陸
町
気
仙
沼
の
観
光

京
都
大
会
で
の
交
流

宮
城
県
工
組
本
吉
気
仙
沼

と
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

宮
城
県
印
刷
工
業
組
合

本
吉
・
気
仙
沼
支
部
交
流
会

東
大
阪
支
部
平
成
25
年
総
会

宮
城
県
印
刷
工
業
組
合 

本
吉
・
気
仙
沼
支
部

友
好
支
部
締
結
式

地元の新聞  三陸新報に掲載される

京都大会開催地
ウエスティン
都ホテル京都にて

2014　全日本印刷文化典　京都大会
京から始まる印刷業界の新たなストーリー

友好支部締結書

SOPTECとうほく2014会場前にて
藤井理事長・菅原専務理事・千葉支部長と 宮城県印刷工業組合 本吉・気仙沼支部のみなさんと記念撮影

　

宮
城
県
印
刷
工
業
組
合
本
吉・気

仙
沼
支
部
は
、県
組
合
発
足
と
共
に
支

部
化
さ
れ
、現
在
の
組
合
員
は
９
支
部

９６
社
が
あ
り
、県
海
岸
北
部
に
支
部
加

盟
し
て
い
ま
す
。

　
本
吉・気
仙
沼
支
部
は
６
社
が
現
在

加
盟
し
て
い
ま
す
が
、被
災
前
は
８
社

在
籍
し
、前
支
部
長
の
㈲
高
野
印
刷
の

鈴
木
千
枝
子
氏
が
支
部
を
た
ば
ね
て

お
り
ま
し
た
が
、今
回
の
大
震
災
で
所

属
し
て
い
た
８
社
が
津
波
で
会
社
が
流

出
し
た
り
影
響
を
受
け
、今
も
復
旧
復

興
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。８
社
の
う
ち

前
支
部
会
長
を
含
め
た
２
社
が
諸
々
の

事
情
に
よ
り
組
合
退
会
と
な
り
、残
っ

た
事
業
所
も
顧
客
の
６
割
前
後
が
被

災
し
、経
営
も
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

気
仙
沼
市
の
会
員
は
１
社
が
退
会

し
４
社
と
な
り
、他
に
印
刷
業
を
営
む

会
社
が
４
社
存
在
し
ま
す
。合
併
し
た

旧
本
吉
町
に
も
３
社
あ
り
、南
三
陸
町

に
は
４
社
が
組
合
に
所
属
し
、会
社
同

士
が
交
流
を
深
め
、地
域
で
の
印
刷
業

の
存
続
を
考
え
、共
に
助
け
合
い
町
を

引
っ
張
る
指
導
者
と
し
て
、商
工・文
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

明
治・大
正・昭
和
の
大
津
波
を
経

験
し
、昭
和
35
年
５
月
24
日
の
チ
リ
地

震
か
ら
も
、不
屈
の
精
神
で
再
建
を
成

し
遂
げ
て
お
り
、宮
城
県
の
本
吉・気

仙
沼
支
部
の
印
刷
文
化
の
伝
統
を
守

り
、今
後
も
町
の
復
興
の
た
め
に
地
域

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
当
支
部
は
南
三
陸
町・気
仙
沼
市
に

ま
た
が
って
お
り
、気
仙
沼
市
の
フ
カ
ヒ

レ
は
全
国
１
位
で
中
華
食
材
と
し
て
輸

出
も
し
て
い
ま
す
。カ
ツ
オ
の
水
揚
げ

も
全
国
１
位
。南
三
陸
町
は
、ブ
ラ
ン

ド
銀
鮭「
伊
達
の
銀
」養
殖
銀
ザ
ケ
の

発
祥
の
地
で
あ
り
、志
津
川
真
タ
コ
は

西
の
明
石
と
並
び
有
名
で
す
。

　

今
回
の
大
震
災
で「
三
陸
復
興
国

定
公
園
」に
と
、２
０
１
４
年
に
編
入
を

目
指
し
て
い
ま
す
。気
仙
沼
市
に
は
、リ

ア
ス
海
岸
の「
唐
桑
巨
釜
」や「
ツ
ツ
ジ

群
生
の
徳
仙
丈
山
」が
あ
り
、南
三
陸

町
に
は
、歌
津
の「
ウ
タ
ツ
魚
竜
」と
志

津
川
の「
モ
ア
イ
像
」が
あ
り
観
光
立

町
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
24
日
全
日
本
印
刷
文
化
典

京
都
大
会
に
お
い
て
宮
城
県
印
刷
工

業
組
合
藤
井
理
事
長
様
を
は
じ
め
参

加
の
方
々
と
更
な
る
親
交
を
深
め
両

組
合
が
発
展
す
る
こ
と
を
誓
い
あ
い

ま
し
た
。

INFORMATION 支部だより
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新
加
入
組
合
員
企
業
を
紹
介
す
る

「
Ｎｅｗ
Ｆａｃｅ
が
っ
ち
り
Ｐ
Ｒ
！
」

の
第
２
回
目
を
飾
る
の
は
、２
０
１
４

年
５
月
に
東
和
支
部
に
加
入
し
た

伸
光
洋
紙
㈱
を
紹
介
す
る
。

◇　

 　
◇

　
同
社
は
昭
和
26
年
１
月
、「
㈱
伸
光

洋
紙
店
」と
し
て
創
業
し
た
紙
卸
業

者
。と
く
に
枚
葉
薄
紙
を
中
心
と
し

た
大
阪
印
刷
業
界
の
紙
の
需
要
を
支

え
、一
部
、巻
紙
も
取
り
扱
って
い
る
。

　
同
社
の
最
大
の
強
み
は「
物
流
」に

あ
る
。平
成
８
年
に
新
設
し
た
東
大

阪
加
工
物
流
セ
ン
タ
ー
に
は
３
台
の

断
裁
機
を
設
備
し
、こ
こ
に
在
庫
さ

れ
た
紙
は
、厳
し
い
納
期
管
理
と
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
た
物
流
体
制
の
も
と
、

８
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よって
大
阪
府
下

の
印
刷
会
社
へ
と
配
送
さ
れ
る
。

　
こ
の
体
制
づ
く
り
に
注
力
し
て
き

た
神
藤
社
長
は「
印
刷
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
い
、紙
の
流
通
を
担
う
我
々
に

と
っ
て
、最
も
要
求
さ
れ
る
の
が
ス

ピ
ー
ド
で
あ
る
。印
刷
サ
ー
ビ
ス
の
短

納
期
化
が
一
層
進
む
中
、迅
速
な
紙

の
流
通
は
、『
選
ば
れ
る
理
由
』と
し

て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
」と
述

べ
、シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
自
社
配
送
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
迅
速
な
紙
の
供
給
こ

そ
が
、同
社
の
真
骨
頂
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
。

　

ま
た
、同
社
の
特
長
と
し
て
化
成

品
の
取
り
扱
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。

売
上
全
体
の
３
分
の
１
程

度
を
占
め
る
こ
の
事
業
は
、

お
よ
そ
30
年
前
か
ら
展
開

す
る「
第
２
の
柱
」。Ｐ
Ｐ
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
、塩
ビ
な
ど
の
素
材

の
供
給
の
ほ
か
、同
社
が
成

形
ま
で
を
担
い
、製
品
と
し

て
納
品
す
る
も
の
だ
。

　
「
化
成
品
で
も
、と
く
に

硬
質
の
も
の
が
多
い
。こ
こ

最
近
で
は
、Ｕ
Ｖ
印
刷
の
普

及
に
伴
っ
て
印
刷
会
社
さ

ん
か
ら
の
需
要
も
出
て
き

て
い
る
」（
神
藤
社
長
）

　

紙
卸
業
者
に
よ
る
化
成

品
の
取
り
扱
い
は
、い
ま
で

も
珍
し
い
存
在
だ
と
い
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
同
社
の

五
十
嵐
貴
俊
専
務
は
、「
化
成
品
の

場
合
、仕
入
れ
先
に
大
手
企
業
が
多

い
た
め
、他
の
紙
卸
業
者
が
す
ぐ
に
真

似
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。素
材
に
関

す
る
知
識
や
用
途
な
ど
、30
年
間
積

み
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、こ
れ
ま

で
の
取
引
先
の
ほ
か
、印
刷
会
社
さ
ん

に
も
提
案
で
き
る
の
が
強
み
で
あ
る
」

と
語
る
。こ
こ
１
〜
２
年
は
、ノ
ベ
ル

テ
ィ
グ
ッ
ズ
な
ど
を
中
心
に
、製
品
納

め
の
事
業
が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
◇　
　
　
◇

　
一
方
、組
合
へ
の
加
入
の
き
っ
か
け

は
、50
年
来
の
得
意
先
で
あ
る
松
本

印
刷
㈱（
大
阪
市
中
央
区
上
町
）の

松
本
浩
一
社
長
の
紹
介
に
よ
る
も
の
。

賛
助
会
員
か
ら
正
会
員
への
加
入
で

あ
る
。

　

教
育・研
修
委
員
会
に
所
属
す
る

五
十
嵐
専
務
は
、「
紙
と
印
刷
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
存
在
。同
じ
枠

組
み
で
印
刷
会
社
さ
ん
と
情
報
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、紙
屋
が

で
き
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
」と
語

り
、こ
れ
を
機
会
に
今
後
、「
化
成
品

の
伸
光
洋
紙
」も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

　
「
紙・印
刷
、い
ず
れ
の
業
界
も
様

変
わ
り
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、勉
強

会
な
ど
が
あ
れ
ば
営
業
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
」（
神
藤
社
長
）

（
取
材
／
印
刷
時
報
㈱
）

自社配送センターによる「物流」に強み
「印刷用紙」から「化成品」までを供給

神藤社長（右）・五十嵐専務

自社配送センターから8台のトラックで

伸光洋紙株式会社（東和支部）

■企業データ
社　名：伸光洋紙株式会社
所在地：〒540-0018 
　　　　 大阪市中央区粉川町５番５号
　　　　 電話06-6762-9551
　　　　 FAX06-6762-5159
設　立：昭和26年1月
代表者：代表取締役社長  神藤　進
従業員数 ： 33名

人人
材財

ウ
チ
の
イ
チ
押
し
君

■
出
身
地
／
大
阪
府　

■
ニッ
ク
ネ
ー
ム
／
今
井
ち
ゃ
ん　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
色
に
興
味
が
あ
って　

■
仕
事
内

容
／
営
業　
■
仕
事
の
や
り
が
い
／
お
客
様
の
笑
顔　
■
趣

味
／
音
楽
鑑
賞　

■
特
技
／
ド
ラ
ム　

■
好
き
な
言
葉
／

特
に
な
し　

■
20
年
後
の
自
分
／
海
外
で
活
躍
し
て
い
る　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
1
年
目
で
す
が
、頑
張
り
ま
す
！

今
井 

七
都
実 

さ
ん

東
支
部

（
原
多
印
刷
株
式
会
社 

勤
務
／
入
社
1
年
目
）

い

ま

い

な

 

つ

 

み

お
酒
が
好
き
で
す
！

■
出
身
地
／
兵
庫
県　

■
ニッ
ク
ネ
ー
ム
／
ボ
ン
ち
ゃ
ん　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
印
刷
物
に
興
味
が
あ
っ
た
た
め　

■
仕
事
内
容
／
オ
ン
デ
マ
ン
ド
オ
ペレ
ー
タ
ー　

■
仕
事
の
や

り
が
い
／
模
索
中　

■
趣
味
／
携
帯
ゲ
ー
ム（
パ
ズ
ド
ラ
）　

■
特
技
／
楽
器　

■
好
き
な
言
葉
／
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ

い　

■
20
年
後
の
自
分
／
お
っ
さ
ん
で
す　

■
ひ
と
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
／
こ
の
業
界
に
来
て
4
年
目
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
、日
々
是
精
進
！

す

ず

き

し

ん

マ
イ
ブ
ー
ム
は
、バ
リ
ス
タ
で

飲
む
コ
ー
ヒ
ー
！

鈴
木
　
真 

さ
ん

 

東
支
部

（
原
多
印
刷
株
式
会
社 

勤
務
／
入
社
4
年
目
）

■
出
身
地
／
兵
庫
県　

■
ニッ
ク
ネ
ー
ム
／
ゴ
ロ
ー
さ
ん　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
学
生
時
代
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
製
作

に
携
わ
り
、印
刷
業
界
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た　

■
仕
事
内

容
／
営
業　

■
仕
事
の
や
り
が
い
／
自
分
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

商
品
に
反
映
さ
れ
る
こ
と　

■
趣
味
／
貧
乏
旅
行
と
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム　

■
特
技
／
楽
器　

■
好
き
な
言
葉
／
思
い
立
っ
た

が
吉
日　

■
20
年
後
の
自
分
／
旅
三
昧
の
日
　々

■
ひ
と
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
／
気
が
つ
い
た
ら
18
年
業
界
に
い
ま
す
が
、日
々
新

し
い
発
見
が
あ
って
こ
の
仕
事
は
退
屈
し
ま
せ
ん
ね
！

田
中 

五
郎 

さ
ん

 

東
支
部

（
原
多
印
刷
株
式
会
社 

勤
務
／
入
社
18
年
目
）

た

な

か

ご

ろ

う

万
年
筆
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
て
い
ま
す
！



　君へ君へ言葉は
　遠ォへ弓射るように
　根っ子も影も失くして続け

　短歌を始めて三年目くらい
やったか、確か三連休の初日に
この歌を書き付けた。何かひっ

かかりはあって、飛鳥の甘樫丘のへんを頭の中でう
ろうろし、それでも手は動き続けて初日は終わった。

　　タンタン境ブラックボード忌ノロード
　　常陽王ハ隠遁ナシタ

　語尾や発音が徐々に化けて来て、今迄手にした
こともない言葉が出て来たが、驚くより書き写すの
に必死やった。

　　安ジャ太良の九十九ヶ原の萱原の
　　夕映を見に走って出でた

　それ迄に持っていた言葉とイメージが、勢いで
くっ付いて歌の形で出て来たのだろうと思うが、
初めての充実感の裡に2日目も終わった。

　不慣ィ貝身が散じ
たる杏陵墓
　破魔際凪グちゅう
鳥ょうさんざし

　すごく自由な感じと、
この調子を離したくない
思いで、それでも書き続
けた。一首出来ると次の歌の冒頭の一語が来て、次の
言葉も選ぶというよりは、これしか無い言葉が来る。

　　嵯峨ゆうと野路二俣の水澄まし
　　そみょう澄明うなすはらある

　この歌を書いた後、示される言葉は小さくなって
行き、理屈で補うようになってきた。

　最後の一首を書いた時の、ああこれで終わった、
という感じは今も覚えている。

　　雨降れば降れば降ったで育ちゆく
　　木のこころきりなく歩け
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我が家のキャッツ
有限会社サンクラール  石橋 勇生

　我が家のペットは猫たちが５匹います。普通は多く
て２、３匹だと思います。でも上には上がいます。僕が
以前、吹田市のマンションに住んでいた時はなんと
びっくりそのマンションに13匹も猫を飼っていた人が
いました。また猫を多く飼っている有名人では、元
AKBの前田敦子さんが猫が８匹と犬が６匹とか、杉
本彩さんは被災地の猫をたくさん保護し飼っている
とか聞いたことがあります。えらいですね。僕の妻も以
前は動物好きがきっかけでペットシッターという仕事
をしていました。飼い主さんの家に出向いて、犬の散
歩やペットの身の回りの世話をする仕事です。そんな
こともあり、捨て猫を見つけるとほっとけなくてついつ
い保護しては、連れて帰ってきて増えちゃいまいた。

　名前は純真な目の茶トラ猫がピッピ、やんちゃなキ
ジトラ猫がキリン、アメショ風のすましている猫がリボ
ン、写真がないのですが甘えん坊の三毛猫のもみじ、
そして、妻の一番のお気に入りの白黒の猫が一番子
供でメロンと言います。このメロンはまだまだ遊び盛り
で、よく芝生広場で犬がボールを投げたら口に咥えて
戻ってくる光景をよく目にしますが、うちのメロンは
ボールの代わりに小さい毛玉を投げたら咥えて戻っ
てきては手前で口から落として催促してきます。一目
散に走る姿はなかなか可愛いですよ。ペット（我が家
では猫）に癒されると思う時は、仕事から帰ってきて
すり寄ってきた時や冬の夜がだんだん寒くなってき
てはみんなで一緒に布団に入って寝る時です。

う
ち

の
コ

自
慢

人間以外

見て見て！  うちのコ！  イヌ、ネコ、ウサギ、カメ、インコ、キンギョ、カブトムシ… etc.  愛しの家族自慢、大歓迎です。

vol.19

過去の栄光、今夢中になっていること、何でもOK！ 趣味や特技、資格への挑戦など、ぜひお寄せください。腕前は問いません。

三星印刷株式会社  横田 俊一

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

来て、去った

第十九弾

リボンのおすましポーズ

キリン「あっ、見つかった！」 ピッピ「ハイポーズ」

メロンとキャッチボール

横田俊一歌集「鈍きも花」

同世代の作家 森谷弘志歌集「淡篇」より 

ふ   な がい

きょう りょう  ぼ

の   ろ

ア タ     ラ ツ   ク   モ

ふたまた み ぞ そ

ちょうみょう

ぎ

とり

きら

晴れた日のカミュ
　兄の自動車われ乗せず速度増しゆきて
　燦めける他者となる雲の下

【原稿募集中！】【原稿募集中！】
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宮本 文幸氏講師：株式会社資生堂 ブランド企画室 課長

SEMINAR

　

D
.D
.S.S.（

デ
ジ
タ
ル・ド
キ
ュ
メ

ン
ト・サ
ー
ビ
ス
研
究
会
）は
、株
式

会
社
資
生
堂
ブ
ラ
ン
ド
企
画
室
宮

本
文
幸
氏
に
よ
る
、「
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
消
費
者
効
果
〜
化
粧
品
に
お
け

る
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
創
造
の
手
法
〜
」

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。宮
本
氏
は
、

商
品
開
発
、ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、新
規

事
業
開
発
な
ど
を
担
当
し
、商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

研
究
し
て
い
る
。愛
知
大
学
国
際
問

題
研
究
所
客
員
研
究
員
、名
古
屋

市
立
大
学
経
済
学
部
研
究
員
な
ど

に
も
所
属
す
る
。

　

今
回
は
、「
イ
メ
ー
ジ・

モ
チ
ー
フ
」を
活
用
し
た

「
感
性
記
憶
型
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
」の
事
例
や
理
論

を
紹
介
し
た
。日
本
の
化

粧
品
市
場
は「
飽
和
市
場

で
規
模
は
横
ば
い
」「
メ
ー

カ
ー
の
上
位
ラ
ン
キ
ン
グ

は
変
わ
ら
な
い
が
シ
ェ
ア

は
逓
減
」「
新
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
台
頭
し
シ
ェ
ア
を

圧
迫
」し
て
い
る
。化
粧

品
の
露
出
は
T
V
C
M
に

多
い
が
、視
聴
者
の
半
数

以
上
が
録
画
や
C
M
ス
キ
ッ
プ
で

T
V
を
見
る
た
め
、C
M
効
果
は
そ

れ
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
。
年
間

1,
0
0
0
品
の
新
商
品
が
発
表
さ

れ
る
化
粧
品
は
、「
ヒ
ッ
ト
商
品
が
出

に
く
く
」「
成
熟
市
場
で
商
品
が
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
ー
化
し
、価
格
は
下
が
り
」

「
売
り
手
情
報
よ
り
も
口
コ
ミ
が
優

先
」す
る
。一
般
的
に「
ポ
ジ
シ
ョニ
ン

グ
戦
略
」で
は
、「
１
つ
の
認
知
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
は
、１
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
し
か

記
憶
さ
れ
な
い
」。例
え
ば
、コ
ー
ラ

と
言
え
ば
コ
カ
コ
ー
ラ
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
カ
ー
と
い
え
ば
プ
リ
ウ
ス
が
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
。そ
し
て
、「
最
初
に

人
の
頭
に
刷
り
込
ま
れ
た
ブ
ラ
ン
ド

が
、カ
テ
ゴ
リ
ー
の
代
表
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
さ
れ
、長

期
に
わ
た
り
、購
買
行
動
に
影
響
す

る
」。す
な
わ
ち
、メ
ー
カ
ー
は「
新

カ
テ
ゴ
リ
ー
」を
先
駆
け
て
創
り
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
消
費
者
に
記
憶

（
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。化
粧
品
の
消
費
者
効

果
プ
ロ
セ
ス
は
、A
I
T
R
A
で
あ

る（A
tte

n
tio

n

（
注
意
）↓

Interest

（
興
味
）↓T

rial

（
試

用
）↓R

e
a
lize

（
実
感
）↓

A
ction

（
購
買
））。消
費
者
の
興

味
を
惹
く「
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
」を
創

造
す
る
に
は
、適
度
な
違
和
感
を
持

た
せ
、消
費
者
の
バ
イ
ア
ス
を
刺
激

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。資
生
堂

の
デ
オ
ド
ラ
ン
ト「
Ａ
ｇ
＋（
エ
ー

ジ
ー
プ
ラ
ス
）」は
、発
売
半
年
で

5
0
0
万
本
、現
在
年
間
数
千
万

本
、ま
さ
に「
置
く
だ
け
で
売
れ
た
」。

売
れ
た
理
由
は
、新
た
に「
殺
菌
消
臭

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
」の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創

り
、「
関
心
を
惹
く
P
O
P
」と「
銀

イ
オ
ン
を
連
想
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ・モ

チ
ー
フ
」で
A
I
T
R
A
を
刺
激
し
、

銀
イ
オ
ン
の
持
つ「
殺
菌
消
臭
、ハ
ー

ド
で
ク
ー
ル
、化
学
的
な
意
味
」と
既

存
デ
オ
ド
ラ
ン
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
潜
在
意
識
下
で
結
び
つ
け

る
よ
う
に
、消
費
者
の〝
バ
イ
ア
ス
〞を

活
用
し
た
こ
と
に
あ
る
。消
費
者
は
、

「
銀
イ
オ
ン
」の「
イ
メ
ー
ジ・モ
チ
ー

フ
」が「
記
憶
」さ
れ
、Ａｇ
＋
は「
殺

菌
消
臭
デ
オ
ド
ラ
ン
ト
」の
代
表
ブ

ラ
ン
ド
と
な
っ
た
。

　

資
生
堂
の
商
品
戦
略
と
成
功
へ
の

手
法
は
以
下
の
3
つ
、①
情
報
氾
濫

社
会
の
中
で「
気
に
留
め
さ
せ
る
」

②
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
の
中
で「
新
カ

テ
ゴ
リ
ー
」を
創
造
す
る
③
イ
メ
ー

ジ・モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
消
費
者
効
果

プ
ロ
セ
ス
を
発
動
さ
せ
る（「
感
性
記

憶
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
」）。Ａ（
注

意
）↓
Ｉ（
興
味
）↓
Ｄ（
違
和
感
）↓

Ｓ（
検
索
）↓
Ｒ（
納
得
感
）↓
Ｔ（
試

用
意
向
）↓
Ｓ（
口
コ
ミ
意
向
）↓
Ｍ

（
記
憶
）で
、潜
在
意
識
下
の
意
味

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
効
果
的
に
働
き
か

け
る
こ
と
で
あ
る
。店
頭
に
並
ぶ
資

生
堂
商
品
の「
適
度
な
違
和
感
」を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
報
告
／
D・D・S・S・事
務
局
）

「商品パッケージの消費者効果」
2014年度 D.D.S.S.セミナー

　公益社団法人日本印刷技術協会は、「JAGAT地域会
員の集い・JUMP近畿2014」を11月18日、太閤園（大阪
市都島区）にて開催した。「技術×創造力 ～新たな価値づ
くりへの挑戦」をテーマに、講演会と懇親パーティーを行い
約100名が参加した。
　冒頭、司会（大沢昭博）からJUMPの趣旨と開催経緯の
説明があり、JAGAT理事西井幾雄氏による開会のことば
によって幕が開けた。次いで、JUMP近畿企画推進メン
バーとして、網野勝彦氏（㈱研文社）、岡達也氏（あさひ高
速印刷㈱）、二口晴一氏（㈱二口印刷）、安平健一氏（㈱ダ
イム）、吉賀文雄氏（富士精版印刷㈱）が紹介された。
　講演では、まず塚田司郎会長から「価値創造と明日の経
営」と題し、印刷産業の将来ビジョン、異業種競争戦略、
リーダーに大事なことは3つのスピードである点などを解説
し、ビジネス再定義の重要性を自らの経営視点で紹介した。
　続いて、JAGAT研究調査部主幹研究員の藤井建人

は、「印刷ビジネスの最新動向」と題し、「印刷白書」「印刷
産業経営動向調査」など最新調査結果から印刷産業を
分析、業界の現状をはじめ業績良好企業と一般企業との
差異、今後の課題について解説した。
　最終講演では、JAGAT理事・首席研究員の郡司秀明
からトピック技術セミナー「最新技術動向から読み解くビジ
ネスモデルと印刷業界の未来」と題した講演が行われた。
アナログ（従来オフセット）印刷とデジタル印刷の潮流、ア
ナログ印刷の革命などを解説した。昨年、自ら取材を許可
された米国ライトニングソース社のPODビジネスについて
報告した。在庫はデータのみ、注文後にデータベースにア
クセスし、1冊から印刷、製本、発送を36時間で行うビジネ
スモデルを解説し、商業印刷への影響などを独自の切り口
で紹介し会場を盛り上げた。
　講演会終了後、参加者相互の交流を図り情報交換する
ための懇親パーティーが開かれ、参加者相互の親睦、ビジ
ネスヒントの場として活発な交流が展開された。

（JAGAT 西部支社長 大沢昭博）

公益社団法人 日本印刷技術協会
～技術×創造力、新たな価値づくりへの挑戦～

「JAGAT地域会員の集い・
 JUMP近畿2014」

開催
報告
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石
川
　
忠

大
印
工
組
元
理
事
長
　
富
士
精
版
印
刷
㈱
会
長

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
元
会
長

箕
面
滝

【
俳
句
】

 

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
三
日

　
　
　
　  

　   

石
川
　
た
だ
し

滝
拝
む
こ
と
が
日
課
の
老
女
逝
く

滝
仰
ぐ
一
匹
の
猿
現
れ
ぬ

滝
仰
ぐ
青
空
が
あ
り
飛
行
機
雲

滝
仰
ぐ
看
板
漢
詩
頼
山
陽

滝
仰
ぐ
持
物
狙
う
猿
が
を
り

谷
若
葉
散
歩
の
路
や
風
ま
と
ふ

箕
面
駅
よ
り
谷
の
道
滝
仰
ぐ

労務
相談 申込締切：開催日の１週間前

1／22（木）、2／10（火）、2／27（金）

申込締切：開催日の２日前

申込締切：開催日の２日前

2／12（木）、3／26（木）

1／15（木）、2／19（木）、3／19（木）

税務
相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ：大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

法律顧問の山口昌之先生にご相談ください。



（順不同）

北支部・東支部

新 春 誌 上 名 刺 交 換 会新 春 誌 上 名 刺 交換会
（順不同）

北東ブロック

福島・北親支部

北ブロック

東和・東栄支部

中 央ブロック

南睦・西和支部

西ブロック

天親・生栄・東大阪・団地

東 ブロック

南親・摂陽・堺・泉州

南 ブロック
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（順不同）

新春誌上名刺交換会
（順不同）

新春誌上名刺交換会

（5 0 音 順 ）

その他 御協賛会社
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション
北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）
都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

第一印刷出版（株）
西区川口1-4-28
TEL.6537-7891
FAX.6537-7892

邨田印刷紙器（株）
福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）
西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

カンナル印刷（株）
淀川区十三本町3-4-23
TEL.6303-7400
FAX.6301-2999

富士精版印刷（株）
淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）
門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）
東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

（株）アート印刷所
東成区神路3-8-15
TEL.6972-6191
FAX.6972-2688

キ ハ ラ 工 芸（株）
中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）
中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

賛協社レーベル印刷（株）
東成区東中本1-9-4
TEL.6976-0216
FAX.6976-5624

ブラザー印刷（株）
東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

（株）二 口 印 刷
西区土佐堀1-6-5
TEL.6447-0020
FAX.6441-4762

サン美術印刷（株）
東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）
天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

（株） 一 心 社
天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）
東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）
八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社
西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）ケーエスアイ
西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

奥 村 印 刷（株）
阿倍野区王子町1-11-17
TEL.6624-8111
FAX.6624-1773

岩 岡 印 刷（株）
住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）
平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）
淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557



大阪支社  〒541-0056  大阪市中央区久太郎町4-1-3  大阪センタービル  TEL.06-4704-8401


